
広報
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シ
リ
ー
ズ

時
代
を
生
き
た
先
覚
者
た
ち

二
大

フ
ォ
ト
リ
ポ
ー
ト

真
夏
の
祭
典



り
災
（
届
出
）
証
明
書
の
発
行

　

り
災
（
届
出
）
証
明
書
と
は
、
風
水
害
等

で
家
屋
等
が
破
損
し
た
場
合
、
市
が
被
害
状

況
を
確
認
し
、
証
明
を
す
る
も
の
で
す
。
証

明
が
必
要
な
方
は
、
印
鑑
及
び
本
人
確
認
の

た
め
の
公
的
証
明
書
（
免
許
証
、保
険
証
等
）

を
ご
持
参
の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

税
務
課
庶
務
係（
☎
22

－

１
１
１
４
）へ

徳
島
県
生
活
再
建
特
別
支
援
制
度

　

台
風
12
号
及
び
11
号
で
被
災
さ
れ
た
皆
様

の
早
期
の
生
活
再
建
を
図
る
た
め
、
そ
れ
に

要
し
た
費
用
の
一
部
を
県
と
市
が
補
助
し
ま

す
。
く
わ
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
新

着
情
報
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

福
祉
課
（
☎
22

－

１
５
９
２
）
へ

農
作
物
等
の
被
害
に
対
す
る
支
援

　

事
業
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
諸
条
件

が
あ
り
ま
す
。く
わ
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
新
着
情
報
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
農
作
物
の
種
苗
等
の
被
害
に
対
す
る
支
援

事
業

問　

農
林
水
産
課
（
☎
22

－

１
５
９
８
）
ま

た
は
阿
南
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
24

－

４

１
８
３
）
へ

●
農
林
漁
業
施
設
資
金
及
び
農
林
漁
業
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金

問　

日
本
政
策
金
融
公
庫
（
☎
０
８
８

－

６

５
６

－

６
８
８
０
）
へ

【
台
風
12
号
・
11
号
災
害
関
連
】

生
活
再
建
特
別
支
援
等
の
お
知
ら
せ

　

７
月
30
日
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
東

海
上
で
発
生
し
た
台
風
12
号
の
影

響
で
、
徳
島
県
で
は
、
南
か
ら
暖

か
く
湿
っ
た
空
気
が
流
入
し
、
大

気
の
状
態
が
不
安
定
と
な
り
、
各

地
で
雷
を
伴
っ
た
激
し
い
雨
が
断

続
的
に
降
り
、
大
雨
と
な
り
ま
し

た
。
降
り
始
め
か
ら
の
総
雨
量
は
、

蒲
生
田
で
６
６
２
㍉
を
観
測
。
桑

野
川
流
域
お
よ
び
福
井
川
流
域
で

家
屋
等
が
浸
水
し
た
ほ
か
、
が
け

崩
れ
で
県
道
が
寸
断
さ
れ
、
椿
泊

町
の
住
民
が
一
時
、
孤
立
状
態
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

阿
南
国
際
海
洋
セ
ン
タ
ー
付
近
で

大
規
模
な
が
け
崩
れ
が
発
生
し
た

た
め
、
関
西
方
面
か
ら
訪
れ
て
い

た
児
童
な
ど
74
人
が
、
地
元
の
渡

船
や
海
上
保
安
庁
の
巡
視
艇
で
橘

港
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
７
月
29
日
に
マ
リ
ア
ナ

諸
島
近
海
で
発
生
し
た
台
風
11
号

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
東
海
上
を
発

達
し
な
が
ら
進
み
、
強
い
勢
力
を

維
持
し
た
ま
ま
10
日
午
前
６
時
過

ぎ
に
高
知
県
安
芸
市
付
近
に
上
陸
。

そ
の
後
も
四
国
地
方
を
ゆ
っ
く
り

と
北
進
し
ま
し
た
。
降
り
始
め
か

ら
の
総
雨
量
は
、
蒲
生
田
で
３
０

０
㍉
を
観
測
し
た
ほ
か
、
那
賀
川

上
流
部
で
は
１
７
０
０
㍉
を
超
え
、

８
時
30
分
に
長
安
口
ダ
ム
の
最
大

放
流
量
は
５
４
６
１
㌧
に
達
し
ま

し
た
。
古
庄
水
位
観
測
所
で
は
、

10
時
30
分
に
観
測
開
始
以
来
最
大

の
８
㍍
を
記
録
。
流
量
は
毎
秒
９

千
立
方
㍍
と
推
定
さ
れ
、
戦
後
最

大
流
量
を
上
回
る
規
模
と
な
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
猛
烈
な
豪
雨
に

よ
る
洪
水
で
、
加
茂
谷
地
域
の
無

堤
地
区
な
ど
で
河
川
が
氾
濫
し
、

１
５
７
棟
93
世
帯
で
床
上
浸
水
す

る
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。（
19
日
現
在
）

　

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
、
８
月

４
日
に
「
阿
南
市
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、

６
日
か
ら
20
日
ま
で
復
旧
支
援
活

動
を
展
開
。
市
で
は
、
の
べ
６
０

０
人
の
職
員
を
動
員
し
て
、
災
害

ご
み
を
撤
去
し
ま
し
た
。

　

一
日
も
早
い
生
活
再
建
を
願
い
、

床
上
浸
水
し
た
被
災
者
の
皆
様
に

対
し
ま
し
て
、
本
市
か
ら
見
舞
金

を
、
日
本
赤
十
字
社
お
よ
び
徳
島

県
か
ら
見
舞
品
を
支
給
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
台
風
災
害
に
際
し
ま

し
て
、
お
見
舞
い
や
激
励
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
支
援
、
義
援
金
、
救
援

物
資
な
ど
心
温
ま
る
数
々
の
ご
支

援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

豪雨がもたらした被害と復旧に向けて
那賀川において戦後最大流量を上回る洪水が発生

相次ぐ台風襲来

出典　NASA　EARTHDATA



市
道
山
路
深
瀬
線（
中
央
橋
）通
行
止
め

　

那
賀
川
に
架
か
る
中
央
橋
（
加
茂
町
～
深

瀬
町
）
の
一
部
が
流
失
し
、
全
面
通
行
止
め

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問　

土
木
課
（
☎
22

－

１
５
９
５
）
へ

加
茂
谷
中
学
校

　

現
在
、
復
旧
を
急
い
で
い
ま
す
が
、
９
月

の
授
業
再
開
に
向
け
、
校
舎
棟
を
最
優
先
し

随
時
運
動
場
等
の
補
修
を
行
う
予
定
で
す
。

問　

教
育
委
員
会
総
務
課
（
☎
22

－

３
２
９

９
）
へ

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
制
限
等

●
那
賀
川
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド　

　

当
分
の
間
、
全
面
で
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
那
賀
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

　

雨
天
時
に
利
用
制
限
が
あ
り
ま
す
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
22

－３
３
９
４
）へ

水
害
等
に
よ
る
感
染
症
や
食
中
毒
予
防

　

衛
生
面
に
注
意
し
、
予
防
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
く
わ
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
新

着
情
報
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
22

－

１
５
９
０
）へ

古庄水位観測所で、10
時30分に観測開始以来
最大の８㍍を記録。推定
流量は毎秒9,000立方㍍
で、戦後最大流量を上
回った。

福井川の水位が
上 昇 し、 福 井
川流域230世帯
600人に避難指
示を発令した。

10日未明ごろ那
賀川が氾濫し、地
区 全 体 が 浸 水。
309棟125世帯が
被害を受けた。加
茂 谷 中 学 校 で は
２階（床上73㎝）
まで浸水した。

加茂町と深瀬町を
結ぶ中央橋（潜水
橋）の一部が流失。
アスファルト舗装
がはがれ、大量の
砂利が路面を覆っ
た。

那賀川が氾濫し、
ビニールハウス
が破損し、農作
物が損傷するな
ど、地区全体に
わたって農地・
農業用施設に大
きな被害が発生
した。

各所でがけ崩れが相次
ぎ、椿泊町や蒲生田の
住民が一時、孤立状態
になった。ＹＭＣＡ阿
南を訪れていた関西の
児童など 74 人は、地
元の渡船や海上保安庁
の巡視艇で橘港に避難
した。

❹羽ノ浦地区

❷福井地区

❺加茂谷地区

❸椿地区

富岡橋北詰め付
近が冠水し、床
上浸水や車が水
没するなどの被
害が発生した。

❶富岡・横見・
　宝田地区

台風11号

台風12号

台風11号

台風11・12号

台風12号

（８月10日 ９時12分撮影）

（８月２日 14時16分撮影・富岡町）
（８月10日 ９時55分撮影）

（
８
月
11
日 

18
時
30
分
撮
影
）

（８月２日 18時45分撮影・湊橋）

（８月10日 11時40分撮影）（８月12日 11時44分撮影・十八女町） （８月３日 14時20分撮影・YMCA阿南提供）

■主な被害 （８月19日現在）

台風12号 台風11号
床 上 浸 水 114棟  86世帯 157棟  93世帯

床 下 浸 水 553棟335世帯 317棟131世帯

が け 崩 れ 15箇所 11箇所

農 林 漁 業 1,289万円 8,992万円

公共土木施設 １億335万円 １億182万円

4

1

2 3

3
3

5

【
台
風
の
爪つ

め

痕あ
と

】

《災害義援金の募集》
台風11号・12号で被災された皆さんを
支援するため、義援金を募集いたします。

義援金名　阿南市災害義援金
実施主体　阿南市
義援金の募集方法　次の口座にて受付い
たします。詳細については市ホームペー
ジをご確認ください。

・金融機関名　阿波銀行
・支店名　阿南支店（店番号206）
・預金種目　普通
・口座番号　１４１９９８５
・口座名　阿南市災害義援金

問い合わせは　会計課（☎22－3294）へ
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お
く
り
も
の

吉
井
小
学
校
へ

●
児
童
用
図
書　
82
冊

吉
井
町　

海
山
家
隆
様
か
ら

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

教
育
振
興
計
画（
後
期
）

策
定
委
員
会
委
員
の
募
集

　

阿
南
市
教
育
振
興
計
画（
後
期
）

の
策
定
委
員
会
で
、
教
育
委
員
会

が
示
す
素
案
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
た
だ
く
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

応
募
資
格　
次
の
要
件
す
べ
て
に

該
当
す
る
方

・
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

・
市
の
教
育
振
興
に
関
心
の
あ
る
方

・
任
期
中
の
平
日
に
開
催
す
る
３

回
程
度
の
会
議
に
出
席
可
能
な
方

・
国
、
地
方
公
共
団
体
の
議
員
で

な
い
方

募
集
人
数　
２
人
程
度

任
期　
10
月
１
日
～
平
成
27
年
３

月
31
日
（
予
定
）

応
募
方
法　
所
定
の
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、「
阿

南
市
の
教
育
振
興
に
つ
い
て
の
考

え
方
（
１
０
０
０
字
程
度
の
作

文
）」
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間　
９
月
１
日
㈪
～
16
日
㈫

問
い
合
わ
せ
は　
教
育
委
員
会
総

務
課
（
☎
22

－

３
２
９
９
）
へ

ご
み
収
集
作
業
補
助
員

（
臨
時
的
任
用
職
員
）を
募
集

　

10
月
か
ら
、
環
境
管
理
事
務
所

に
お
い
て
臨
時
的
に
勤
務
す
る
作

業
補
助
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
昭
和
27
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　
７
人
程
度

賃
金　
日
額
９
５
０
０
円

勤
務
時
間　
原
則
と
し
て
月
曜
日

～
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～
午

後
４
時
15
分

申
込
方
法　
人
事
課
備
え
付
け
の

「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」
は
、

９
月
11
日
㈭
以
降
に
お
渡
し
し
ま

す
。

申
込
期
間　
９
月
11
日
㈭
～
18
日

㈭
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験
お
よ
び
体

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日　
９
月
22
日
㈪

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
等
は
目

的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

勤
務
条
件
等
問
い
合
わ
せ
は　
人

事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

災
害
に
立
ち
向
か
う
!!

　

台
風
11
号
・
12
号
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
市
民
の
皆

さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

災
害
の「
災
」と
い
う
字
は
、「
巛
」＝「
川
」と「
火
」

か
ら
で
き
て
い
る
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回

の
浸
水
被
害
は
、
私
た
ち
の
想
像
を
は
る
か
に
超
え

る
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
水
に
苦

し
め
ら
れ
、
猛
暑
と
闘
い
な
が
ら
復
興
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
る
各
ご
家
庭
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
る
と
き
、

二
度
と
こ
の
よ
う
な
災
害
は
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い

と
痛
切
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

川
に
は
増
水
時
に
渇
水
時
の
何
倍
の
水
が
流
れ
る

か
と
い
う
「
河
況
係
数
」（
か
き
ょ
う
け
い
す
う
）

と
い
う
値
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ド
ナ
ウ
川
は
４
、

ラ
イ
ン
川
は
18
、
ナ
イ
ル
川
は
30
。
大
陸
の
長
大
河

川
は
流
量
の
変
化
が
比
較
的
少
な
い
の
で
す
が
、
日

本
の
河
川
は
と
い
う
と
、
四
万
十
川
が
２
９
５
、
吉

野
川
が
３
０
５
、
仁
淀
川
が
４
０
８
、
那
賀
川
に
い

た
っ
て
は
１
０
０
０
と
、
け
た
違
い
に
大
き
な
値
を

示
し
て
お
り
、
流
量
が
著
し
く
変
化
す
る
不
安
定
な

河
川
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

私
は
、
加
茂
谷
各
地
の
被
災
地
区
を
回
り
な
が
ら
、

あ
る
古
老
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
明
治
25
年
７
月
25
日
の
台
風
で
上
那
賀
町
の
高

磯
山
（
６
１
１
ｍ
）
が
崩
れ
、
人
家
十
数
戸
、
六
十

余
名
が
埋
没
し
、
そ
の
堆
積
し
た
土
砂
は
71
ｍ
の
天

然
ダ
ム
と
な
り
、
那
賀
川
を
せ
き
止
め
、
そ
の
決
壊

に
よ
り
鷲
敷
を
中
心
に
大
被
害
を
与
え
た
。
天
然
ダ

ム
決
壊
時
に
は
す
ぐ
に
鉄
砲
、
半
鐘
、
太
鼓
な
ど
で

通
報
が
行
わ
れ
た
が
、
大
き
な
被
害
を
防
ぐ
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
お
話
で
す
。
長
安
口
ダ
ム

完
成
後
も
、
災
害
の
大
小
は
あ
っ
て
も
水
害
は
続
い

て
い
ま
す
。

　

日
本
の
四
季
は
な
く
な
り
、
二
季
し
か
な
い
の
で

は
な
い
か
。
暑
い
夏
か
寒
い
冬
し
か
な
い
。
し
か
も

そ
の
間
、
亜
熱
帯
気
候
が
入
り
込
み
、
朝
は
か
ん
か

ん
照
り
な
の
に
午
後
は
大
雨
と
い
う
よ
う
に
、
一
日

に
何
回
も
天
候
が
変
わ
る
異
常
気
象
の
国
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
有
識
者
も
い
ま
す
。

　

い
ま
私
た
ち
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

天
災
に
は
か
な
わ
な
い
、
天
災
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き

な
い
、
し
か
し
天
災
を
予
期
し
て
自
分
な
り
の
防
衛

策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

災
害
支
援
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
が
、
ま
ず
、
災
害

が
起
こ
る
前
に
、
何
を
準
備
し
て
心
得
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
、
災
害
が
起
き
て
か
ら
何
か
を
す

る
の
で
は
な
く
、
平
時
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て

お
く
こ
と
が
、
被
害
を
少
な
く
し
、
結
果
と
し
て
早

期
の
復
興
に
つ
な
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

一
人
の
命
も
失
わ
れ
な
い
よ
う
な
防
災
都
市
・
阿

南
市
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
に
も
、
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
提
供
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
あ
ら
た
め
て
被
災
さ
れ
た
方
々
の
一
日

も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
心

温
ま
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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建
設
工
事
等
の
一
般
競
争
入
札

（
指
名
競
争
入
札
）参
加
資
格
審

査
申
請【
追
加
申
請
】の
受
付

　

平
成
26
年
度
に
市
が
発
注
す
る

建
設
工
事
な
ら
び
に
建
設
工
事
に

係
る
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
等
お
よ
び
用
地
取
得
等
に

関
す
る
委
託
業
務
の
入
札
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

平
成
26
年
３
月
に
定
期
受
付
を
さ

れ
た
方
は
不
要
で
す
。

提
出
期
間　
９
月
1
日
㈪
～
30
日

㈫
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

受
付
業
種　
土
木
・
建
築
等
の
建

設
工
事
お
よ
び
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
・
公
共
嘱
託
登
記
等

の
業
務

提
出
書
類
等　
本
市
の
一
般
競
争

入
札
（
指
名
競
争
入
札
）
参
加
資

格
審
査
申
請
書
の
提
出
要
領
に
よ

る
も
の
と
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
建
設
工
事
の
業
種
に
つ

い
て
は
、
大
臣
ま
た
は
知
事
が
実

施
す
る
経
営
事
項
審
査
を
受
け
る

べ
き
時
期
に
受
け
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
電
子
入
札
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
入
札
に
参

加
す
る
に
は
機
器
等
の
準
備
が
必

要
で
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
管
財

課
（
☎
22

－

３
８
０
４
）
へ

第
23
回
阿
南
市
活
竹
祭

出
演
者
募
集

　

第
23
回
阿
南
市
活
竹
祭
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
の
出
演
者
を
募
集
し

ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時　
11
月
29
日
㈯　

午
前

９
時
～
午
後
３
時

開
催
場
所　
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん

駐
車
場
（
荒
天
時
は
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ

あ
な
ん
２
階
大
会
議
室
で
実
施
）

募
集
団
体　
市
内
在
住
の
方
で
地

元
伝
統
芸
能
・
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
な

ど
の
グ
ル
ー
プ
８
組
（
大
人
の
部

３
組
・
子
ど
も
の
部
５
組
）

出
演
時
間　
１
組
10
分
以
内
（
セ

ッ
テ
ィ
ン
グ
時
間
を
含
ま
な
い
）

※
な
お
、
申
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
で
出
演
者
を
決
定
し
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
10
月
24
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
阿
南

市
活
竹
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
商
工
観
光
労
政
課
内
☎
22

－

３

２
９
０
）
へ

救
急
車
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
の
救
急
出
動
件
数
が

３
２
７
１
件
で
、
10
年
前
に
比
べ

７
３
１
件
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
救
急
搬
送
患
者
の
う
ち
軽
症
が

約
42
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
緊
急
性
が
な
く
自
分
で
病
院

に
行
け
る
」、「
ど
こ
の
病
院
に
行

け
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
場

合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

救
急
車
以
外
に
搬
送
の
手
段
が

な
く
、
緊
急
に
医
療
機
関
等
に
搬

送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、

迷
わ
ず
に
救
急
車
を
要
請
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
緊
急
時
に
は
救

急
安
心
カ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
火
災
・
救
急
病

院
案
内
（
☎
22

－

９
９
９
９
）
ま

た
は
阿
南
市
消
防
本
部
（
☎
22

－

１
１
２
０
）
へ

　

国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
ま
す
が
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い

か
心
配
で
す
。
な
に
か
良
い
方

法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
に
つ
い
て
、
口
座

振
替
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
毎
月
自
動
的
に
引
き
落

と
し
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
納

期
限
を
気
に
す
る
必
要
が
な
く
、

納
め
忘
れ
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
口
座
振
替
納
付
申
出
書

に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印（
口

座
届
出
印
）
し
、
金
融
機
関
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　

ま
た
、
残
高
不
足
で
引
き
落

と
し
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、

翌
月
分
の
引
き
落
と
し
の
際
に
、

再
振
替
（
翌
月
分
と
一
緒
に
２

カ
月
分
を
引
き
落
と
し
）
し
ま

す
。
再
振
替
が
で
き
な
か
っ
た

と
き
は
、
納
付
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
金
融
機
関
な
ど
の

窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ 年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

ろう者の方は、耳からの情報が得られないこと
から、サイレンや放送が聞こえず災害避難時に
適切な行動がとれません。また、避難所におい
ても必要な連絡や情報が伝わりません。
そのため、自分がろう者であることを周りの人
に知らせ、支援を受けていただくため、災害避
難時等に「耳が聞こえません」とプリントした
スカーフを着用していただきます。ろう者の方
用に45枚、手話支援者の方用に「手話ができ
ます」とプリントしたスカーフを45枚作成し
ました。
スカーフは、日頃からろう者の活動を支援して
いるＮＰＯ法人つなぐ手たけのこに配付を依頼
しています。
問い合わせは　福祉課（☎22−1592）または
ＮＰＯ法人つなぐ手たけのこ（☎24−9824）へ

ろう者および手話支援者が
災害避難時等に着用する
スカーフを作成しました
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美
し
い
あ
な
ん
を

求
め
て 

〜
下
水
道
〜

下
水
道
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

連
載
㉖下

水
道
の
日

　

９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」

で
す
。
立
春
か
ら
数
え
て
２
２
０

日
目
に
あ
た
る
９
月
10
日
は
「
二

百
二
十
日
（
に
ひ
ゃ
く
は
つ
か
）

と
呼
ば
れ
、
大
雨
に
注
意
す
る
日

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
、

下
水
道
の
大
き
な
役
割
の
一
つ
で

あ
る
雨
水
排
除
に
通
じ
る
も
の
が

あ
る
と
さ
れ
、
下
水
道
の
普
及
促

進
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
の
役
割
と
利
点

　

公
共
下
水
道
は
、
皆
さ
ん
の
家

庭
や
事
業
所
か
ら
出
る
生
活
排
水

を
処
理
し
、
き
れ
い
に
し
て
河
川

に
放
流
し
ま
す
。
皆
さ
ん
が
下
水

道
に
接
続
さ
れ
る
こ
と
で
、
ま
ち

の
衛
生
化
や
、
川
や
海
の
汚
染
防

止
が
促
進
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
浄

化
槽
の
維
持
管
理
の
負
担
が
な
く

な
り
、
手
軽
に
快
適
な
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
の
正
し
い
使
い
方

　

公
共
下
水
道
に
は
、
食
べ
残
し

や
廃
油
、
毛
髪
な
ど
は
、
絶
対
に

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
排
水
管

の
詰
ま
り
や
処
理
の
際
の
負
担
増

の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
気
を
つ
け

て
大
切
に
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
下
水
道
は
十
分
に
そ
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
下
水
道
課
（
☎

22

－

１
７
９
６
）
へ

平
成
26
年
度
下
水
道
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

　

市
の
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

指
定
を
受
け
る
に
は
、（
公
財
）

徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
が
実

施
す
る
試
験
に
合
格
し
、「
下
水

道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

証
」
を
発
行
さ
れ
た
者
が
専
属
し

て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

日
時　
11
月
11
日
㈫　

午
後
１
時

40
分
～
３
時
40
分

場
所　
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
２
階

第
４
会
議
室

申
込
期
間　
９
月
１
日
㈪
～
10
月

１
日
㈬

申
込
書
配
布
場
所　

下
水
道
課

（
第
１
仮
庁
舎
分
室
１
階
）、（
公

財
）
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
、

南
部
総
合
県
民
局
県
土
整
備
部

（
阿
南
庁
舎
）
ほ
か

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

 

〒
７

７
０

－

０
９
３
９　

徳
島
市
か
ち

ど
き
橋
１
丁
目
41
番　
（
公
財
）

徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
８
８

－

６
２
５

－

３
９
９
１
）

へ

平成25年度 富岡町の下水道接続状況（累計）

工事は、排水設備指定工
事店にご依頼ください。
指定工事店は、市のホー
ムページや下水道課で確
認することができます。

平 成 25 年
度の接続率
は 48.9 ％
でした。

●教育長報告
　①学校訪問を終えて　②いじめ問題に関する調査について
●平成26年度阿南市体育祭について（スポーツ振興課）
※定例会の日時は、市のホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。
問い合わせは　教育委員会総務課（☎22−3299）へ

７月定例会（７月22日開催）で、次の内容に
ついて審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

○マスターズ甲子園徳島大会　6日㈯　9:00～
○阿南市体育祭軟式野球大会　7日㈰　9:00～　
○徳島県高校野球秋季大会　13日㈯、14日㈰、15日㈷、
　20日㈯、21日㈰、23日㈷、27日㈯、28日㈰　9:00～
問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

球場へ行こう！
JAアグリあなんスタジアム

９月の日程

申請書が届いている方は申請を行ってください。
申請期限までに申請をしないと給付金が受けられま
せんので、ご注意ください。

受付期間　10月１日㈬ までの平日 8:30～17:15
受付場所　
臨時福祉給付金　市役所第１仮庁舎１階　福祉課分室

（旧阿南保健所：阿南警察署東隣り）
子育て世帯臨時特例給付金　市役所本庁舎２階
　　　　　　　　　　　　　こども相談室
問い合わせは　
臨時福祉給付金に関すること　
福祉課分室（☎22−3440）・福祉課（☎22−1592）へ
子育て世帯臨時特例給付金に関すること

こども相談室（☎22−1677）へ

臨時福祉給付金・
子育て世帯臨時特例給付金
の申請は 10 月１日まで！

重
要
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・
絶
対
に
相
手
に
連
絡
を
し
な
い
。

・
身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
、
警
察

署
や
交
番
、
駐
在
所
に
相
談
す

る
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

問い合わせは　人権・男女参画課男女共同参画室（☎22−7401）へ

♪相談時間は１回50分です。相談料は無料です。
♪面接相談・電話相談とも予約が必要です。
♪市内在住または市内の事業所にお勤めの女性の方に限ります。
※相談日は、広報あなんに掲載している「相談」のコーナー（今月はP31）をご覧ください。

女性のための生き方なんでも相談
秘密は厳守します

 プロの女性カウンセラーによる 

～ひとりで悩んでいませんか？　まずは相談してみませんか…？～

職場・地域
セクハラ・パワハラ

嫌がらせ
人間関係

仕　事
求職活動
再就職の準備

心とからだ
摂食障害、うつ
恋人からの
暴力や暴言

家　族
育児・介護の悩み

夫　婦
暴力や暴言
離婚のこと

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
注
意

　

近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

が
発
達
し
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
大
人
の
方
は
自

身
が
犯
罪
に
遭
わ
な
い
注
意
も
必

要
で
す
が
、
子
ど
も
が
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
時

の
注
意

・
軽
い
気
持
ち
で
自
分
の
名
前
や

住
所
、
電
話
番
号
な
ど
を
教
え

た
り
、
登
録
し
な
い
。

・
知
ら
な
い
相
手
に
軽
い
気
持
ち

で
連
絡
を
取
ら
な
い
。

架
空
請
求
等
不
審
な
メ
ー
ル
が
届

い
た
時
の
注
意

■展示コーナー　10:00～20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○創作ガラス展　17日㈬～28日㈰　
○羽尻利門　原画展　15日㈷まで
○陶芸女子会　30日㈫～10月13日㈷
■体験コーナー

○ゆらり赤とんぼを作ろう
　７日㈰　13:00 ～15:00
【申込締切日】５日㈮　【参加費】1,000円
【定員】10人
○とんぼ玉作り
　21日㈰　13:00 ～15:00
【申込締切日】19日㈮　【参加費】500～1,000円
【定員】10人　【持参物】タオル

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り
常時開催中!

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ
（☎24−3141）へ

光 ９月の催しのまちステーションプラザ

あぶない !こんなに事故が
交 通
事 故

件 数
死 者
負 傷 者

206件（1,387）
0人（    2）
25人（201）

救 急 件 数
搬 送 人 員

286件（1,923）
277人（1,861）

火 災 件 数
損 害 額

0件（  18）
9,983千円

（34,103千円）
●阿南署管内７月分合計。カッコ内は１月からの累計。
●損害額は未確定分を含んでいません。
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挑
戦
。

ドリーム
ベースボール

憧れの名選手と対決 !!

宝くじスポーツフェア 入場
無料

ご
観

覧には入場整理券が必要で
す

。

ドリームチームとしてプロ野球の往年の名プレーヤー 24人が阿南市にやっ
て来る！親善試合やホームラン競争、野球教室、サイン入りグッズ抽選会な
ど、楽しいイベントが盛りだくさん。“ 夢の球宴 ” をお楽しみください。

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22－1297）へ

開場	 ＞	 	 9:00
少年少女ふれあい野球教室	 ＞	 	 9:30〜11:45
ふれあい講演会	 ＞	 10:30〜11:30
ドリーム抽選会	 ＞	 12:00〜12:15
開会式（記念撮影）	 ＞	 12:30〜12:50
アトラクション	 ＞	 13:00〜13:30
ドリームゲーム	 ＞	 13:30〜15:00表彰式	

ドリームチーム（元プロ野球）　出場予定選手（敬称略）

金田正一（元巨人）、村田兆治（元ロッテ）、大島康徳（元日本ハム）、
加藤秀司（元阪急）、藤田　平（元阪神）、堀内恒夫（元巨人）、
谷沢健一（元中日）、若田部健一（元ダイエー）、前田幸長（元巨人）、
村上隆行（元近鉄）、松永浩美（元阪急）、桑田真澄（元巨人）

※ほか12人は現在調整中

入場整理券配布場所　野球のまち推進課、那賀川支所、羽ノ浦支所、各公民館

ＪＡアグリあなんスタジアム
雨天時　阿南市スポーツ総合センター

2014年10月5日㈰



監督
阿部 恒男 さん
（74歳・福井町）

コーチ
岩倉 泰幸 さん
（65歳・新野町）

コーチ
五孝 恵治 さん
（51歳・長生町）

投手
田村 勇人 さん
（23歳・福井町）

投手
田村 泰章 さん
（24歳・宝田町）

外野手
喜田 崇史 さん
（39歳・長生町）

投手
田中 和彦 さん
（44歳・上中町）

内野手
川田 一裕 さん
（36歳・那賀川町）

内野手
成松　修 さん
（41歳・内原町）

打者
谷　朋晃 さん
（23歳・長生町）

投手
宮繁 潤一 さん
（33歳・橘町）

是松 大輝 さん
（23歳・福井町）

浜野　晃さん
（24歳・小松島市）

山本 将光 さん
（27歳・大潟町）

内野手
久田 宏和 さん
（46歳・山口町）

捕手
是松 大輝 さん
（23歳・福井町）

内野手
鶴羽 孝弘 さん
（41歳・宝田町）

外野手
森詰 直人 さん
（18歳・福井町）

外野手
大川 充夫 さん
（35歳・小松島市）

投手
計盛 永吾 さん
（40歳・中林町）

投手
篠原 大輝 さん
（20歳・領家町）

内野手
井坂 裕昭 さん
（42歳・桑野町）

外野手
阿部 晴彦 さん
（40歳・下大野町）

内野手
田上 宏幸 さん
（34歳・宝田町）

捕手
桑原　勇 さん
（44歳・椿泊町）

投手
福田　仁 さん
（43歳・中林町）

内野手
田神　裕 さん
（30歳・富岡町）

内野手
中川 伸也 さん
（39歳・津乃峰町）

ドリーム・ゲーム　阿南市選抜チーム

ホームラン競争 出場選手 プロに挑戦 出場選手



　

作
家
。
阿
南
市
下
大
野
町
出
身
の
七
條
林
三
郎

の
次
男
と
し
て
、
父
の
勤
務
地
で
あ
っ
た
朝
鮮
の

京
城
で
生
ま
れ
た
。
本
名
は
七
條
晃
司
。

　

父
は
、
陸
軍
の
経
理
下
士
官
で
あ
り
、
そ
の
任

地
ソ
ウ
ル
（
朝
鮮
※
注
１
）
で
生
ま
れ
た
が
、
翌

年
、
母
の
病
死
（
肺
炎
）
に
よ
り
、
那
賀
郡
（
現
・

阿
南
市
）
の
母
の
生
家
に
引
き
取
ら
れ
る
。
父
は

婿
養
子
で
あ
っ
た
。

　

祖
父
母
に「
母
の
な
い
子
」と
し
て
溺
愛
さ
れ
る
。

　

１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
、
父
は
退
役
し
再
婚

す
る
が
、
民
雄
は
継
母
に
な
じ
む
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
か
、
父
母
と
別
居
し
、
祖
父
母
の
も
と

で
育
て
ら
れ
る
。

彗
星
の
よ
う
に
出
現
し

満
月
の
如
く
輝
き

幻
と
し
て
消
え
た
作
家

時
代
を
生
き
た
先
覚
者
た
ち
自
然
豊
か
な
阿
南
の
地
で
、
武
骨
に
、
し
な
や
か
に
、
一
途
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
生
き
抜
い
た
先
覚
者
た
ち
の
軌
跡
を
追
う
。

【
其
の
一
】  

北ほ
う

條じ
ょ
う 

民た
み

雄お
　
　

１
９
１
４
（
大
正
３
）
年
～
１
９
３
７
（
昭
和
12
）
年　

享
年
23
歳

寄
稿　

阿
南
市
文
化
協
会
会
長　

大
和 

武
生 

さ
ん

北條民雄肖像画（日本近代文学館蔵）

シ
リ
ー
ズ
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時代を生きた先覚者たち
Tamio Hojo

　

全
生
病
院
で
は
、
軽
症
の
患
者
が
重
症
の
患
者

を
世
話
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
民
雄
が
初
め
て

体
験
し
た
病
院
の
様
子
を
明
ら
か
に
し
た
の
が
、

最
初
の
作
品
『
い
の
ち
の
初
夜
』
で
あ
っ
た
。

　「
人
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
生
命
で
す
。
生

命
そ
の
も
の
、
い
の
ち

4

4

4

そ
の
も
の
な
ん
で
す
。
僕

の
云
う
こ
と
、
解
か
っ
て
く
れ
ま
す
か
、
尾
田
さ

ん
。
あ
の
人
達
の
『
人
間
』
は
も
う
死
ん
で
亡
び

て
了
っ
た
ん
で
す
…
」（『

い
の
ち
の
初
夜
』
よ
り
）

　　

こ
の
引
用
文
の
意
味
は
、（
患
者
が
人
間
と
し

て
で
は
な
く
た
だ
単
な
る
生
命
体
と
し
て
生
き
て

い
る
）
と
い
う
捉
え
方
で
あ
り
、
そ
れ
は
民
雄
の

正
直
な
感
じ
方
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
作
品
が
発
表

さ
れ
た
当
時
（
昭
和
10
年
代
＝
１
９
３
５
～
）
に

お
い
て
は
、「
ラ
イ
病
」
が
不
治
の
病
と
さ
れ
て

い
た
た
め
に
、
前
述
の
よ
う
な
表
現
が
な
さ
れ
て

い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
作
品
は
、
当
初
は
作
者
、
民
雄
自
身
に

よ
っ
て
「
最
初
の
一
夜
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
た

が
、
彼
の
文
学
の
師
で
あ
っ
た
川
端
氏
に
よ
っ
て

「
い
の
ち
の
初
夜
」
と
改
題
さ
れ
て
発
表
さ
れ
た
。

　

発
表
と
同
時
に
文
壇
ば
か
り
で
な
く
社
会
的
に

も
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
そ
の
年
の
文
學
界
賞
を

受
賞
し
た
。
ま
た
、
英
語
お
よ
び
ド
イ
ツ
語
の
２

カ
国
語
に
も
翻
訳
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ

カ
な
ど
で
も
広
く
読
ま
れ
た
よ
う
だ
。

　

小
学
校
尋
常
科
を
卒
業
後
、
家
庭
状
況
か
ら
し

て
当
然
上
級
学
校
に
進
学
す
る
と
思
わ
れ
、
父
親

た
ち
も
中
学
校
へ
の
進
学
を
勧
め
て
い
た
が
、
そ

れ
に
も
従
わ
ず
、
１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年
に
年

上
の
友
人
と
上
京
し
、
薬
問
屋
の
住
み
込
み
店
員

や
日
立
製
作
所
亀
戸
工
場
の
臨
時
工
な
ど
種
々
の

職
業
を
転
々
と
し
な
が
ら
、
法
政
中
学
校
夜
間
部

で
学
ぶ
。

　

１
９
３
１（
昭
和
６
）年
、長
兄
の
死（
肺
結
核
）

に
よ
り
、
祖
父
に
故
郷
へ
呼
び
帰
さ
れ
る
。
祖
父

の
か
た
わ
ら
で
農
業
に
従
事
し
な
が
ら
文
学
な
ど

に
親
し
む
日
々
を
過
ご
す
。
こ
の
頃
、
小
林
多
喜

二
の
『
不
在
地
主
』
な
ど
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

の
影
響
を
受
け
る
。

　

１
９
３
２
（
昭
和
７
）
年
６
月
、
当
時
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
作
家
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
葉
山
嘉
樹
に

手
紙
を
書
き
返
事
を
も
ら
っ
て
有
頂
天
に
な
る
。

　

１
９
３
３
（
昭
和
８
）
年
、
19
歳
の
年
の
秋
、

祖
母
方
の
遠
縁
の
娘
と
結
婚
し
た
が
、ラ
イ
病（
※

注
２
）
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
（
徳
島
市

の
ヒ
フ
科
専
門
病
院
で
診
断
）
し
、
破
婚
に
な
る
。

　

１
９
３
４
（
昭
和
９
）
年
５
月
18
日
、
東
京
都

下
東
村
山
の
ラ
イ
療
養
所
全
生
病
院
に
入
院
す
る
。

院
内
の
機
関
誌
『
山
桜
』
に
短
編
『
童
貞
記
』
を

発
表
す
る
。（
筆
名
・
秩
父
晃
一
）。

　

１
９
３
５
（
昭
和
10
）
年
、『
山
桜
』
５
月
号

に
『
白
痴
』
を
発
表
す
る
。
こ
の
作
品
か
ら
十
条

号
一
の
筆
名
を
使
用
す
る
。

　

５
月
、
既
に
脱
稿
し
て
い
た
『
間ま

木き

老ろ
う

人じ
ん

』
を

川
端
康
成
氏
に
送
り
激
励
を
受
け
、
そ
の
紹
介
で

『
文
學
界
』
に
掲
載
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
す
べ
て

の
作
品
は
川
端
氏
に
送
り
、
そ
の
紹
介
で
文
芸
誌

に
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『いのちの初夜』

昭和11年12月、創元社刊。生前に刊行され
た唯一の本となった。刊行されるなり版を重
ね、１年を経たずして２万部が売れた。

日本近代文学館蔵
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１
９
３
６
（
昭
和
11
）
年
12
月
、『
い
の

ち
の
初
夜
』
は
『
間
木
老
人
』『
癩ら

い

家
族
』

『
癩
院
記
録
』
な
ど
と
と
も
に
単
行
本
と
し

て
出
版
さ
れ
た
。
民
雄
の
生
前
に
お
け
る
唯

一
出
版
さ
れ
た
作
品
集
で
あ
っ
た
。
同
書
は

出
版
と
同
時
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
１

年
足
ら
ず
で
２
万
部
を
売
り
上
げ
る
と
い
う
、

当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
発
売
部
数
を
記
録

し
た
。

　

民
雄
は
、
病
気
に
対
す
る
不
安
を
打
ち
消

す
よ
う
に
次
々
と
作
品
を
短
期
間
の
う
ち
に

発
表
し
続
け
た
。
そ
れ
ら
の
作
品
は
、
川
端

氏
を
介
し
て
『
文
學
界
』『
改
造
』『
文
藝
春

秋
』『
中
央
公
論
』
等
に
発
表
さ
れ
た
。

　

そ
う
し
た
過
酷
な
執
筆
活
動
の
過
労
か
ら

か
、
慢
性
の
神
経
症
に
苦
し
み
、
さ
ら
に
腸

結
核
に
も
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

１
９
３
７
（
昭
和
12
）
年
12
月
５
日
、
23

歳
の
若
さ
で
全
生
病
院
に
お
い
て
死
亡
し
た
。

直
接
の
死
因
は
腸
結
核
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。

　

死
後
、
川
端
氏
の
編
集
に
よ
り
『
北
条
民

雄
全
集
』（
上
下
二
巻
）
が
創
元
社
か
ら
１

９
３
８
（
昭
和
13
）
年
に
出
版
さ
れ
た
。

　

１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年
、
川
端
氏
は
日

本
人
と
し
て
最
初
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受

賞
し
た
が
、
そ
の
折
、「
北
條
民
雄
が
生
存

し
て
お
れ
ば
、
私
よ
り
先
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学

賞
を
受
賞
し
て
い
た
だ
ろ
う
」
と
述
懐
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

日本近代文学館蔵

直
筆
原
稿
「
癩ら
い
い
ん
じ
ゅ
た
い

院
受
胎
」

『
い
の
ち
の
初
夜
』
の
次
に
発
表
さ
れ
た
小
説
。
原
題

は
「
危
機
」
だ
っ
た
が
、
川
端
康
成
氏
に
よ
り
「
癩
院

受
胎
」
に
改
題
さ
れ
た
。
昭
和
11
年
、『
中
央
公
論
』

10
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

■冊子を刊行・生誕100周年講演会

『阿南市の先覚者たち』　
好評発売中！

阿南市文化協会 （事務局）
〒774-0030　阿南市富岡町西池田135番地１
☎0884－21－0808／FAX 0884－21－0909　
開館時間　9:00～22:00 　　休館日　水曜日

価格　300円（１冊）
販売場所　文化会館

 1．青江　秀（郵政）
 2．足利義冬・義栄・義根（平島公方）
 3．粟田徳蔵（漁業）
 4．大栗清実（医師）
 5．日下八光（画家）
 6．熊野正平（学術）
 7．島津崋山（儒者）
 8．竹内十郎兵衛（石炭製造）
 9．佃　實夫（作家）
10．ディオゴ結城了雪（宣教師）　
11．東條作太郎（農業経営）
12．橋本宗吉（蘭学者）
13．北條民雄（作家）

日時　９月21日㈰ 10:30～12:00
場所　文化会館１階　視聴覚室
講師　髙山文彦さん
　　　（『火花 北条民雄の生涯』著者）
参加費　無料

阿南市文化協会主催
北條民雄　生誕100周年講演会
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時代を生きた先覚者たち

■いのちの初夜
北條民雄が『文學界』（1936 年２月号）に発表し、
第 2 回文學界賞を受賞した短編小説。角川文庫ベストセラー。
■火花
ハンセン病を病みながら文学の道を志した北條民雄の絶望と愛、生
の輝きを克明に綴り感動の生涯を描いた髙山文彦氏のノンフィク
ション作品。

（
注
１
）
朝
鮮
は
当
時
日
本
の
総
督

府
が
設
置
さ
れ
日
本
植
民
地
の
一
部

と
見
な
さ
れ
て
い
た
。

（
注
２
）
ラ
イ
病
は
、
現
代
に
お
い

て
は
ハ
ン
セ
ン
病
と
呼
ば
れ
、
完
全

に
平
癒
す
る
伝
染
病
で
あ
り
完
全
な

治
療
薬
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
皮
膚
の
変
形
や
末ま

っ
梢し
ょ
う

神

経
が
侵
さ
れ
る
よ
う
な
後
遺
症
が
残

る
た
め
に
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ

に
加
え
、
明
治
四
十
年
に
日
本
政
府

は
法
律
「
ラ
イ
予
防
に
関
す
る
件
」

を
成
立
さ
せ
、
ラ
イ
患
者
を
指
定
病

院
に
強
制
的
に
入
院
さ
せ
る
隔
離
政

策
を
取
っ
た
の
で
、社
会
的
に
も「
恐

ろ
し
い
」
病
気
で
あ
る
と
い
う
印
象

を
国
民
に
う
え
つ
け
る
結
果
と
な
っ

た
。

北條民雄の再発見

次世代を担う小中学校の児童・生徒に、
郷土の先輩たちの業績を知ってもらお
うと、阿南市文化協会は『阿南市の先
覚者たち（第一集）』を発刊しました。
北條民雄は、当時としては不治の病と
して恐れられていたハンセン病に侵さ
れ、絶望の中で「生命」とは何かとい
う問題と正面から向き合い、苦しみぬ
いて、わずか 23 歳で亡くなりました。　
本年９月22日で彼の生誕100年を迎
えます。この記念すべき時期にあたり、
実名を公表することになりました。実
名の公表については、遺族や関係者の
並々ならぬご理解とご尽力によるもの
であります。
冊子は１冊300円で、阿南市文化会館
で購入することができます。ぜひ、多
くの市民の皆様に読んでいただき、阿
南の先駆者たちの業績を知ってもらい
たいと考えます。

大和 武生さん

■文学特別展

「北條民雄展」　９月23日㈷まで開催中！
当時、業病と恐れられたハンセン病にかかりながらも文学を志し、川端康成に
才能を見出されて名作『いのちの初夜』を生み出した北條民雄。病からくる痛
みに苦しみ、次第に身体が崩れていく恐怖におびえながら、死を考え “ いのち ”
を書いた彼の作品と生涯を紹介します。

徳島県立文学書道館
〒770-0807　徳島市中前川町2丁目22-1
☎088－625－7485／FAX 088－625－7540
e-mail　kotonoha@bungakushodo.jp 
開館時間［観覧時間］ 9:30～17:00 
休館日　月曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）
　　　　年末年始（12/28～1/4）

●朗読劇「作家 北条民雄の誕生」　８月31日㈰　14:00～15:30
●テーマ朗読会「北條民雄」 ９月７日㈰　13:30～14:40
●講演会　９月20日㈯　13:30～15:00
　　　　　講師／髙山文彦さん（『火花 北条民雄の生涯』著者）

●徳島市立
　体育館

徳島
中学校
●

助任小学校
●

香蘭高等学校●

助任川

徳島県立
文学書道館

30

Tamio Hojo
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1

３日間で約９万人を動員した阿南の夏まつりと、古き良き文
化が色濃く残る伊島を舞台にした芸術祭「楽園」2014が、
阿南の夏を盛り上げた。

（題字　西　敏晴氏）

【フォトリポート2014】

光と芸術の祭典が
阿南の夏を熱くした

　

夕
方
へ
と
差
し
か
か
る
日
差
し
が
、
出

番
を
待
つ
天
水
た
ち
の
笑
顔
を
い
っ
そ
う

際
立
た
せ
る
。
開
幕
パ
レ
ー
ド
に
続
き
、

10
万
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
圧
倒
的
な
彩
光
を
放

つ
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
ド
ー
ム
と
、
和
の
趣
あ

ふ
れ
る
等
身
大
阿
波
踊
り
竹
人
形
の
光
の

競
演
で
幕
開
け
し
た
阿
南
の
夏
ま
つ
り
。

３
日
間
で
約
９
万
人
を
動
員
し
た
。

　

幻
想
的
な
光
に
彩
ら
れ
た
牛
岐
城
趾
公

園
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
天
真
爛
漫
な
踊

り
子
た
ち
に
よ
る
酔
狂
な
乱
舞
や
、
情
熱

的
な
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
、
祭
り

の
高
揚
感
を
い
っ
そ
う
高
め
た
。

　

実
行
委
員
長
の
兼
松 

功
さ
ん
（
56
歳
・

富
岡
町
）
は
、「『
富
岡
の
天
神
ま
つ
り
』

が
ル
ー
ツ
の
阿
南
の
夏
ま
つ
り
は
、
市
民

の『
ソ
ウ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』。
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
や
花
火
大
会
で
に
ぎ
わ
う
一

方
で
、
裏
通
り
で
は
『
光
の
切
り
絵
』
が

静
か
な
る
光
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
し

た
」
と
振
り
返
る
。

　

商
店
街
に
軒
を
連
ね
る
屋
台
、
阿
南
の

夜
空
を
焦
が
す
大
花
火
大
会
と
魅
力
は
尽

き
な
い
が
、
祭
り
に
は
や
っ
ぱ
り
人
の
美

し
さ
が
欠
か
せ
な
い
。
踊
っ
て
、
歌
っ
て
、

ほ
と
ば
し
る
情
熱
は
や
が
て
渦
と
な
り
、

人
々
の
心
に
ひ
と
夏
の
思
い
出
を
焼
き
付

け
て
い
く
。
人
が
集
い
、
人
が
作
り
、
人

が
育
て
る
阿
南
の
夏
ま
つ
り
を
、
写
真
と

と
も
に
振
り
返
り
た
い
。

ひ
と
夏
の
祭
り
に
さ
さ
げ
た

ほ
と
ば
し
る
情
熱

４ ３ ２

二
大

真夏の祭典



1413

15

10９７

６

５

８

1211

１・７出番を待つ天水たち２・３
コスプレライブとオタ芸４華麗な
バレエ５浴衣美人６達粋連の勇壮
な男踊り８かめたろうファミリー
が「全国丼サミット」をＰＲ９
ジャズダンサー10にぎわう商店
街 11・14 はじける笑顔 1210
万個のＬＥＤに彩られた牛岐城趾
公園特設ステージ13開幕パレー
ド15夜空を焦がす大花火大会



タヒチ、屋久島など南の島、阿波和紙で装丁された富士山など代表作がずらりと並ぶ三好和義展。体育館の窓から見える島の緑と光が絶妙。

来場者をもてなす
住瀬実行委員長

テープカットで華やかに開幕

伊島を訪れる人々
４Ｋテレビの美しさに見入る

伊
島
に
人
の
波
が
…

　

波
も
穏
や
か
で
絶
好
の
天

気
に
恵
ま
れ
た
７
月
20
日
、

伊
島
で
芸
術
祭
が
開
幕
し
た
。

こ
の
日
、連
絡
船
「
み
し
ま
」、

特
別
便
「
ア
イ
ラ
ン
ド
ブ

リ
ー
ズ
号
」
と
も
第
１
便
は

ほ
ぼ
満
席
。
普
段
は
静
か
な

港
が
大
き
な
歓
声
に
包
ま
れ

た
。　

　

開
幕
式
で
は
、
実
行
委
員

長
の
住
瀬
信
太
郎
さ
ん
（
阿

南
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
）
が
、「
素
晴
ら
し
い
自

然
や
古
き
文
化
の
残
る
伊
島

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
力
強
く
開
会
宣

言
。
参
加
者
は
、
島
の
人
々

の
温
か
い
歓
迎
を
受
け
な
が

ら
、
三
好
和
義
写
真
展
（
伊

島
小
中
学
校
体
育
館
）、
市

内
写
真
家
に
よ
る
写
真
ス
ラ

イ
ド
展
（
校
舎
）、
島
内
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
、
街
並
み
散
策
、

物
産
展
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な

ど
、
芸
術
と
伊
島
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い

た
。

　

そ
ん
な
「
伊
島
芸
術
祭
」

の
一
日
を
写
真
で
レ
ポ
ー
ト

し
た
い
。

～三好和義と写真愛好家たちの写真展～

伊島芸術祭

「楽園」2014

絶妙のコンビでおもてなし。漁協組合長
の杣友さん（左）と町会長の神野さん。

ヒジキ、ワカメ、記念Ｔシャツも
大人気！

伊島入りした三好和義さん

伊島の女性グループ「あまみす」と実行委員会の皆さん。屋台の “ アワビ焼そば ” は絶品。



船から見るカベヘラ名物「潮吹き」に歓声が上がります

タヒチ、屋久島など南の島、阿波和紙で装丁された富士山など代表作がずらりと並ぶ三好和義展。体育館の窓から見える島の緑と光が絶妙。

原の獅子舞保存会（那賀川町）が伝統の技を披露

暑さに負けず、紀伊水道が一望
できる「カベヘラ」まで足を延
ばした人も…

伊
島
に
人
の
波
が
…

　

波
も
穏
や
か
で
絶
好
の
天

気
に
恵
ま
れ
た
７
月
20
日
、

伊
島
で
芸
術
祭
が
開
幕
し
た
。

こ
の
日
、連
絡
船
「
み
し
ま
」、

特
別
便
「
ア
イ
ラ
ン
ド
ブ

リ
ー
ズ
号
」
と
も
第
１
便
は

ほ
ぼ
満
席
。
普
段
は
静
か
な

港
が
大
き
な
歓
声
に
包
ま
れ

た
。　

　

開
幕
式
で
は
、
実
行
委
員

長
の
住
瀬
信
太
郎
さ
ん
（
阿

南
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
）
が
、「
素
晴
ら
し
い
自

然
や
古
き
文
化
の
残
る
伊
島

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
力
強
く
開
会
宣

言
。
参
加
者
は
、
島
の
人
々

の
温
か
い
歓
迎
を
受
け
な
が

ら
、
三
好
和
義
写
真
展
（
伊

島
小
中
学
校
体
育
館
）、
市

内
写
真
家
に
よ
る
写
真
ス
ラ

イ
ド
展
（
校
舎
）、
島
内
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
、
街
並
み
散
策
、

物
産
展
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な

ど
、
芸
術
と
伊
島
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い

た
。

　

そ
ん
な
「
伊
島
芸
術
祭
」

の
一
日
を
写
真
で
レ
ポ
ー
ト

し
た
い
。

会社の粋な計らいで、千葉県から
やってきたグループ。

絶妙のコンビでおもてなし。漁協組合長
の杣友さん（左）と町会長の神野さん。

　芸術祭に合わせ、友だちを誘って里帰り！伊島の海へｇｏ !!



みんなで
「あななん」に投票しよう！

問い合わせは　商工観光労政課（☎22−3290）へ

阿南市イメージアップキャラクター「あななん」がゆるキャラⓇの祭典、
ゆるキャラⓇグランプリ2014にエントリーしました。
「あななん」が上位に入賞することができれば、全国に「阿南市」を広く
知ってもらえ、阿南市への観光客の増加や「あななん」を使用した
キャラクター関連商品による経済効果につながります。

エントリーナンバーは 547 番です。

「あななん」への投票、熱い応援をよろしくお願いし
ます！

ゆるキャラⓇグランプリ2014
主　　催　ゆるキャラⓇグランプリ実行委員会
投票期間　９月２日㈫～10月20日㈪

※今年は、インターネットでの投
票終了後、上位入賞キャラク
ターによる決戦投票が愛知県
のセントレア空港で行われま
す。

投票方法　パソコン、タブレット、携帯電話
などの端末から投票ができます。
初回のみ登録が必要です。

ゆるキャラグランプリ公式ホームページ
（http://www.yurugp.jp/vote/）

各端末から公式ホームページにアクセス

ID登録する　※メールアドレスが必要

発行された IDでログインする

１日１回投票できます

広報あ な ん 2014.09　18



1980年12月16日生。本名、江崎隆文。2003年４月東京NSC９期生。同
年10月に同期の中村英将さんとコンビを結成。お笑いに阿波踊りを取り入
れるなど、徳島の知名度アップに貢献。オフはギターをにぎり、オリジナル
ソングづくりに勤しむ。お笑い芸人・木村祐一さんを師と仰ぐ。

Profile　
えざき たかふみ （33歳・中林町出身・東京都在住）

　

６
月
29
日
、
市
民
会
館
で
行
わ

れ
た
週
末
よ
し
も
と
「
よ
し
も
と

が
ま
た
ま
た
阿
南
に
や
っ
て
く
る

よ
！
」
に
出
演
し
、
ふ
る
さ
と
で

の
初
舞
台
を
踏
ん
だ
。

　
「
い
つ
も
以
上
に
テ
ン
シ
ョ
ン
を

上
げ
て
臨
ん
だ
の
で
す
が
、
気
持

ち
が
空
回
り
し
て
し
ま
っ
て
…
」

　

相
方
か
ら
「
と
ん
で
も
な
く
顔

が
引
き
つ
っ
て
い
て
、
も
う
見
て

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
わ
（
笑
）」
と

駄
目
出
し
さ
れ
、
思
わ
ず
苦
笑
い
。

そ
こ
は
芸
人
ら
し
く
、「
地
元
メ

デ
ィ
ア
の
前
で
何
て
こ
と
言
う
ん

だ
よ
」
と
、
お
も
し
ろ
お
か
し
く

か
わ
し
て
、
そ
の
場
を
和
ま
せ
た
。

　

お
笑
い
芸
人
に
憧
れ
、
上
京
し
て
か
ら

11
年
。
お
笑
い
芸
人
養
成
所
「
吉
本
総
合

芸
能
学
院
Ｎ
Ｓ
Ｃ
東
京
校
」
で
知
り
合
っ

た
同
期
の
中
村
さ
ん
と
コ
ン
ビ
を
組
み
、

東
京
の
「
ル
ミ
ネ
the
よ
し
も
と
」
を
拠
点

に
ラ
イ
ブ
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
持
ち

ネ
タ
は
３
０
０
超
。
所
属
芸
人
６
千
人
の

中
に
い
て
、〝
か
ぶ
ら
な
い
話
芸
〟
を
持

ち
味
に
、
幅
広
い
世
代
に
笑
い
を
提
供
し

て
い
る
。最
近
で
は
、朝
の
情
報
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
番
組
「
Ｚ
Ｉ
Ｐ
！
」
に
出

演
す
る
な
ど
、
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
る
。

　

根
は
明
る
く
、
と
に
か
く
目
立
つ
の
が

大
好
き
な
少
年
だ
っ
た
。
例
え
ば
授
業
中
、

誰
よ
り
も
先
に
手
を
挙
げ
て
、
当
て
ら
れ

た
ら
「
わ
か
り
ま
せ
ん
」
な
ん
て
答
え
る

お
調
子
者
。

　
「
思
え
ば
、
幼
い
頃
か
ら
人
目
を
引
く

こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
ま
し
た
」

　

お
笑
い
芸
人
に
な
る
こ
と
を
意
識
し
た

の
は
、
高
校
３
年
生
の
時
。
文
化
祭
の
舞

台
で
人
を
笑
顔
に
す
る
喜
び
を
知
る
。

　
「
全
校
生
徒
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で〝
ミ

ス
タ
ー
富
西
〟
に
選
ば
れ
た
ん
で
す
。
歴

代
の
ミ
ス
タ
ー
は
格
好
よ
く
あ
い
さ
つ
を

キ
メ
て
い
ま
し
た
が
、私
は
あ
え
て〝
ギ
ャ

グ
〟
を
披
露
し
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、
体

育
館
が
揺
れ
る
ほ
ど
の
笑
い
が
湧
き
起

こ
っ
た
ん
で
す
。
お
笑
い
が
自
分
に
は
向

い
て
い
る
な
、
と
」

　

さ
っ
そ
く
親
に
相
談
し
た
が
、
大
学
進

学
を
勧
め
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
も
お
笑
い

芸
人
に
な
る
夢
を
あ
き
ら
め
き
れ
ず
、
就

職
内
定
を
断
り
、養
成
所
の
門
を
た
た
い
た
。

　
「
自
分
の
人
生
を
振
り
返
り
、
一
番
後

悔
し
た
こ
と
は
何
？
と
未
来
の
自
分
に
問

い
か
け
て
み
た
ん
で
す
。
自
分
の
可
能
性

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
か
っ
た
こ
と
だ
、
と

す
ぐ
に
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
」

　

漫
才
へ
の
愛
着
は
人
一
倍
。

　
「
１
つ
１
つ
の
ラ
イ
ブ
を
全
力
で
こ
な

し
て
い
く
こ
と
が
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

舞
台
は
芸
人
の
基
本
。
ス
テ
ー
ジ
に
立

つ
と
、
客
の
反
応
が
す
ぐ
に
返
っ
て
く
る

な
ど
、
ラ
イ
ブ
な
ら
で
は
の
魅
力
や
ス
リ

ル
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
笑

わ
せ
る
力
を
養
う
。
今
回
の
よ
う
な
苦
い

経
験
も
ま
た
、
漫
才
の
ネ
タ
と
し
て
笑
い

の
種
に
な
っ
て
い
く
。

　
「
将
来
の
目
標
で
す
か
？　

全
国
を
巡

る
温
か
み
の
あ
る
ロ
ケ
番
組
を
や
っ
て
み

た
い
で
す
ね
。
徳
島
の
イ
ブ
ニ
ン
グ
番
組

や
阿
波
踊
り
出
演
も
魅
力
的
。
声
か
か
ら

な
い
か
な
ぁ
」

可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

切
り
開
い
た
お
笑
い
人
生

よ
し
も
と
所
属
芸
人
、
唯
一
の
阿
南
市
出
身
芸
人

お
笑
い
コ
ン
ビ　

ゆ
っ
た
り
感

江
崎 

峰
史 
さ
ん

輝く

阿南人

阿南公演で「あいうえお作文」を応用した漫才
を披露するゆったり感の２人。
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災害ボランティアセンターを開設
復旧支援活動を展開

相次ぐ台風の襲来で、市内各所で床上浸水など
の甚大な被害が発生したことを受け、阿南市社
会福祉協議会は「阿南市災害ボランティアセン
ター」を開設して、支援要請のあった被災住宅
にボランティアを派遣しました。活動は８月６
日から20日まで行われ、のべ592人のボランテ
ィアがのべ123軒の被災住宅で、畳や家具など
の搬出を行いました。同センターが設置された
のは今回が初めてです。

8/4

新校舎に響く歓声、広がる笑顔
阿南中学校で引っ越し　

阿南中学校の校舎棟改築工事がこのほど完成し、
全校生徒による引っ越し作業が行われました。
生徒たちは、使い慣れた机やいすを旧校舎から
運び出し、真新しい教室に運び入れました。生
徒会会長の松田知也さん（３年・津乃峰町）は、

「木の香りがとても良く、新校舎での学校生活
が楽しみ。受験勉強にも力が入ります」と話し
ていました。９月１日から新校舎での授業が始
まります。

8/1

ニュースオアシス
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オレンジリングで支え合う
まちづくりをめざして　

認知症の基礎知識や支援方法などを学ぶ「認知
症サポーター養成講座」が開催され、40人が
受講しました。講師の柴山義明さんは、「認知
症を正しく理解し、温かい目で見守ることが大
切です」と訴えました。受講者に認知症サポー
ターの証である「オレンジリング」が配られま
した。市では、同講座の受講希望を受け付けて
います。くわしくは 29 ページをご覧ください。

7/17

小学生が岡川で生き物調査

柳島町を流れる岡川で、中野島小と横見小の児
童約50人が、中野島公民館主催の「生き物調査」
を行いました。子どもたちは、徳島大学総合科
学部の学生からアドバイスを受けながら川の中
を網ですくい、ヌマエビ、ナマズなどを見つけ
ました。久米健太さん（中野島小３年）は、「冷
たい水が気持ち良い。思ったより多くの生き物
がいてびっくりしました」と話していました。

7/30

伝統の虫おくり
実盛さんが乗馬して行列を先導

稲の害虫を追い払って豊作を祈る「実盛さんの虫
おくり」が、長生町上荒井の桑野川堤防で行わ
れました。地域住民など約150人が松明をかざ
し、「実盛さ～んのお通りじゃ」と叫びながら川
下へと練り歩きました。平家の武将・斎藤実盛
に扮した勢井友義さん（80歳）が、立体型発泡
スチロールで製作した馬にまたがり行列を先導。
物語さながらの雰囲気をかもし出していました。

7/23

故・杉浦　忠氏のグッズを寄贈
岩浅市長が感謝状を贈呈

南海ホークスで活躍した元プロ野球選手、故・
杉浦　忠氏の野球関連グッズを、妻の志摩子さ
ん、次女の慶子さん（大阪府堺市）から寄贈さ
れ、岩浅市長が感謝状を贈りました。グッズは、
同氏が日本シリーズ最優秀選手賞を受賞した時
の盾や賞状、学生時代の写真など65点。野球
のまち推進課でご覧いただけるほか、グッズの
展示会でも飾られる予定です。

7/31
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あなん
カルチャー

セ
ン
タ
ー

科
学

名
月
鑑
賞
会
（
有
料
・
申
込
不
要
）

▼
第
１
回　
９
月
７
日
㈰　

午
後
７
時
～
９
時

内
容　
中
秋
の
名
月
の
お
話
の
後
、
大
型
望

遠
鏡
で
の
月
の
観
望
会
、
デ
ジ
カ
メ
で
の
月

の
撮
影
会

▼
第
２
回　
10
月
５
日
㈰　

午
後
７
時
～
９
時

内
容　
10
月
８
日
に
起
こ
る
皆
既
月
食
の
お

話
と
、
大
型
望
遠
鏡
に
よ
る
月
の
観
望
、
デ

ジ
カ
メ
で
の
月
の
撮
影
会

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科
学

セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
デ
ジ
カ
メ

を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

■	第７回コスモホール音楽祭
音楽愛好家の皆さんがコスモホールに集結し、日頃
の研

けん

鑽
さん

の成果を披露します。バラエティーに富んだ
演奏をお楽しみください。
日時　【洋楽の部】９月27日㈯　14:00開演
　　　【邦楽の部】　　28日㈰　14:00開演
場所　コスモホール（情報文化センター）　　　　
入場料　無料
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

魂を揺さぶる舞踊！その熱き情熱がほとばしるステ
ージをぜひ体感してください。
日時　12月３日㈬　19:00開演（開場18:30）
場所　コスモホール ( 情報文化センター )
入場料　全席自由　3,500円

（団体割引 :10人以上一括購入の場合、１枚3,000円）
※団体割引券は情報文化センターのみの販売
チケット発売開始日　９月６日㈯　10:00～
チケット販売場所　情報文化センター、文化会館、
市民会館、ミリカホール、平惣書店、小山助学館
（徳島駅前本店）ほか
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■	「情熱のフラメンコ！アリシア＆ネストル
　	フラメンコ舞踊団」　チケット発売

日時　９月20日㈯ 　14:00～14:45
場所　夢ホール　ホワイエ
入場料　500円（ワンドリンク付き）
※仲良しチケットは2人以上で1人400円
　（前売りのみ）
出演　新田恭子（サクソフォン）
　　　山田俊美（チェンバロ）
曲目　マレ作曲「スペインのフォリア」ほか
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■	夢ホールホワイエコンサート
　	〜サクソフォン＆チェンバロ〜

第43回阿南市文化祭が、10月23日㈭～11月９日㈰
に開催されますのでご出品ください。
美術展作品
出品資格者　市内在住、出身の方。または市にゆか
りのある方。（ただし小・中学生は出品できません）
作品の規格　額装には、ガラスを用いないこと。
■日本画…６号～ 50号で、額装か表装（アクリルも不可）
■洋画…６号～50号で、額装（50号は縦額のみ）
■書道…半切以下で表装か軸仕立て（縦額のみ）
■写真…半切から全紙まででフスマ張り
■彫塑･工芸･デザイン…１ｍ×1.5ｍ未満、高さ１
ｍまでで、展示にふさわしいように仕立てること。
出品点数　原則１人１点（ただし、写真、彫塑･工
芸･デザインは２点まで可）
会費・出品料　市の美術協会会員は不要。初めて出
品される方は、会費と入会金の2,500円が必要です。
作品の受付・搬入場所と日時　文化会館　研修室
10月26日㈰　9:30～12:00のみ
俳句・短歌作品
出品点数　・俳句…当季（秋）雑詠2句
　　　　　・短歌…１首
※俳句、短歌ともに未発表のものに限ります。
出品方法　はがきに住所、氏名、電話番号を明記の
うえ、俳句・短歌ともに９月12日㈮までに、文化
振興課〔俳句係〕または〔短歌係〕までお送りください。
出品・問い合わせは　〒774‐0030　富岡町西池田
135番地1　文化振興課（☎22－1798）へ

■	阿南市文化祭　出品作品の募集
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元
県
立
博
物
館
館
長

東
明
　
省
三
さ
ん

国
会
議
事
堂
の
生
ま
れ
る
ま
で

　

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）、
大
日

本
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
、
翌
二
十
三
年

に
国
会
を
開
設
し
た
が
、
本
格
的
な
国
会

議
事
堂
の
建
築
が
間
に
合
わ
ず
、
麹こ

う
じ
ま
ち町

区
（
現
千
代
田
区
）
内う

ち
さ
い
わ
い
ち
ょ
う

幸
町
二
丁
目
に
木

造
の
仮
議
事
堂
が
十
一
月
二
十
四
日
完
成
。

翌
日
、
第
一
回
帝
国
議
会
を
招
集
し
た
。

翌
二
十
四
年
一
月
と
大
正
十
四
年
（
一
九

二
五
）
九
月
の
火
事
で
全
焼
し
、
三
度
目

の
仮
議
事
堂
が
昭
和
十
一
年（
一
九
三
六
）

五
月
の
第
六
十
九
回
帝
国
議
会
ま
で
使
わ

れ
た
（
仮
住
ま
い
四
十
六
年
間
）。

　

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
現
在
地

の
国
会
議
事
堂
建
設
が
決
定
し
、
内
閣

（
後
、
内
務
省
）
に
臨
時
建
築
局
を
設
置
。

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
予
算
に
建

築
調
査
費
を
計
上
し
、
建
築
用
木
材
・
石

材
調
査
を
開
始
（
大
正
元
年
ま
で
）。
そ

の
後
、
大
蔵
省
内
に
担
当
部
局
を
設
け
、

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
六
月
起
工
、
昭

和
十
一
年
十
一
月
に
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
耐
震
耐
火
建
築
が
総
工
費
二
五

七
四
万
円
（
現
在
の
金
額
で
五
〇
〇
億
円

程
度
）
で
完
成
し
た
。

国
会
議
事
堂
の
石

　

議
事
堂
の
石
を
初
め
て
学
術
的
に
調
査

研
究
し
た
の
は
、
一
九
七
六
～
九
〇
と
衆

議
院
議
員
を
務
め
た
工
藤　

晃
（
一
九
二

六
～
）
で
あ
る
。

　

外
装
に
は
三
種
類
の
花
こ
う
岩
、
内
装

に
は
三
十
五
銘
柄
の
大
理
石
、
五
種
類
の

蛇じ
ゃ
も
ん
が
ん

紋
岩
な
ど
の
石
材
が
使
わ
れ
て
い
る
。

大
理
石
は
徳
島
県
産
が
最
も
多
く
、
重
要

な
場
所
に
使
わ
れ
て
い
る
。

阿
南
市
産
の
大
理
石

　

国
会
議
事
堂
に
使
わ
れ
た
徳
島
県
産
の

大
理
石
は
全
部
で
七
銘
柄
と
な
っ
て
お
り
、

阿
南
市
産
は
そ
の
う
ち
五
種
類
を
占
め
る
。

以
下
、
阿
南
市
で
採
石
さ
れ
た
大
理
石
の

詳
細
を
紹
介
す
る
。

時ほ
と
と
ぎ
す鳥　

阿
瀬
比
町
阿
利
田
産

　

議
事
堂
中
央
階
段
、
天
皇
陛
下
御
休
所

前
入
口
の
額
縁
や
御
休
所
前
広
間
に
使
用
。

加か

茂も

更さ
ら
紗さ　

桑
野
町
大
地
産

　

採
石
を
指
揮
し
た
松
浦
家
に
は
、
当
時

の
出
勤
簿
や
法は

っ

被ぴ

が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
大
理
石
を
加
工
し
た
岐
阜
県
大
垣
市

の
矢
橋
大
理
石
㈱
に
は
、
加
茂
更
紗
を
使

っ
た
帝
国
議
事
堂
落
成
記
念
碑
が
あ
る
。

中
央
玄
関
、
中
央
広
間
へ
上
る
階
段
等
に

使
用
。

答こ
た
島じ

ま　

津
乃
峰
町
東
分
産

　

石
材
名
は
旧
見
能
林
村
答
島
の
地
名
に

因
む
。
三
階
廊
下
幅
木
に
広
く
使
用
。

淡あ
わ
ゆ
き雪　
阿
瀬
比
町
阿
利
田
～
加
茂
町
黒く

ろ

河ご
う

産

　

大
理
石
の
中
で
、
一
番
多
く
使
用
さ
れ

て
お
り
、
天
皇
陛
下
御
休
所
前
広
間
の
幅

木
、
両
院
議
場
の
幅
木
、
二
階
通
路
の
幅

木
等
に
使
わ
れ
て
い
る
。

新し
ん
あ
わ
ゆ
き

淡
雪　
宝
田
町
井
関
産

　

中
央
広
間
の
モ
ザ
イ
ク
の
一
部
に
使
用
。

　

そ
の
他
、
徳
島
県
産
の
大
理
石
は
曙

あ
け
ぼ
のと

木き
　
と
う
　
い
し

頭
石
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
と
も
に
旧

木
沢
村
か
ら
産
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
採

石
に
は
阿
南
市
の
採
石
業
者
が
関
わ
っ
て

い
る
。

　

国
会
議
事
堂
の
建
築
が
開
始
さ
れ
た
頃

に
は
、
海
外
か
ら
大
理
石
の
輸
入
が
始
ま

っ
て
い
た
が
、
建
築
に
は
す
べ
て
日
本
国

内
産
の
石
材
を
使
用
。
現
在
は
採
取
不
可

能
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
国
会
議
事
堂

は
「
国
産
石
材
の
博
物
館
」
と
も
い
え
る
。

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

日
時　
土
・
日
曜
日
の
午
前
11
時
～
、
午
後

２
時
20
分
～
の
２
回

※
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宇
宙
の
日
特
別
講
演
会

（
無
料
・申
込
不
要
）

　

９
月
12
日
の
宇
宙
の
日
に
関
連
し
、
宇
宙

航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
よ
り
講

師
の
方
を
お
迎
え
し
て
、
最
新
の
宇
宙
開
発

に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
講

演
後
、
大
型
望
遠
鏡
を
使
っ
た
天
体
観
望
会

も
実
施
し
ま
す
。
参
加
者
に
は
記
念
品
を
差

し
上
げ
ま
す
。

日
時　
９
月
20
日
㈯　

午
後
７
時
～
９
時

講
師　
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
セ
ン

タ
ー　

研
究
開
発
部
・
主
任
研
究
員　

山
本　

彩
さ
ん

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科
学

セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム（

無
料
）

日
時　
毎
週
土
・
日
・
祝
日
の
午
後
１
時
30

分
～
、
３
時
～
の
２
回
実
施
（
投
映
時
間
は

約
30
分
）

９
月
の
テ
ー
マ　
「
今
夜
の
星
空
と
皆
既
月
食
」

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

９
月
の
休
館
日

１
日
㈪
、
８
日
㈪
、
16
日
㈫
、
22
日
㈪
、

29
日
㈪

「時鳥」採石跡

　
６
月
19
日
に
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
講
師
の

方
に
、
ご
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

国
会
議
事
堂
に
使
用
さ
れ
た

阿
南
市
の
大
理
石

阿
南
市
文
化
財
講
座

平成26年度
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タ
ク
シ
ー
や
ダ
ン
プ
カ
ー
、
ミ
キ

サ
ー
車
な
ど
に
乗
り
、
王
子
製
紙

内
の
富
岡
港
運
で
は
定
年
ま
で
の

34
年
間
勤
め
ま
し
た
。
危
険
な
目

に
遭
っ
た
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し

た
が
、
何
度
も
命
拾
い
し
て
助
か

っ
て
い
ま
す
。

　

定
年
後
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

仕
事
を
す
る
か
た
わ
ら
、
長
い
間

お
世
話
に
な
っ
て
き
た
桑
野
町
へ

恩
返
し
を
し
よ
う
と
、
地
域
役
員

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
県
道
沿
い
で
の
花
づ

く
り
や
ご
み
拾

い
は
今
年
で
10

年
目
、
孫
に
会

い
た
い
一
心
で

始
め
た
交
通
安

全
立
哨
も
８
年

目
を
迎
え
、
子

ど
も
た
ち
か
ら

た
く
さ
ん
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

　

畑
仕
事
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

が
趣
味
で
、
今
で
も
時
々
ト
ラ
ッ

ク
や
バ
ス
の
運
転
を
し
て
い
ま
す
。

人
生
を
通
し
て
多
く
の
友
人
と
巡

り
合
う
こ
と
が
で
き
、
毎
日
が
充

実
し
て
い
ま
す
。
朝
は
で
き
る
だ

け
早
く
起
き
、
物
事
を
前
向
き
に

考
え
、
楽
し
ん
で
働
く
こ
と
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。

　

次
は
、
吉
井
町
の
片
山　

要
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
春
季
短
歌
大
会
選

短
　
歌

入
選	

　
　
　
　
　
　

原　

美
智
子

苔
む
し
た
石
積
み
飾
る
藪
つ
ば
き
春
雪
被
り
ひ
な
段

を
な
す

入
選　

 

　
　
　
　
　

山
西　

成
彬

と
も
か
く
も
戦
争
せ
ず
に
来
し
戦
後
そ
を
崩
さ
ん
と

黒
き
波
く
る

入
選　
　
　

 

　
　
　

西
條　

悦
子

試
験
終
え
積
ま
れ
し
本
に
如
月
の
月
は
穏
し
く
流
れ

ゆ
き
た
り

入
選　
　
　

 

　
　
　

森
岡　

圭
子

ス
イ
ン
グ
を
効
か
せ
花
び
ら
降
り
注
ぐ
初
出
勤
の
光

れ
る
髪
に

入
選　
　
　
　

 

　
　

勢
井　

恒
子

腕
組
ま
れ
長
き
病
廊
歩
み
つ
つ
嫁
の
温
も
り
た
ん
ま

り
貰
う

入
選　
　
　
　

 

　
　

近
藤　

千
代

活
竹
祭
楽
器
演
奏
の
児
童
ら
の
譜
面
を
め
く
る
風
の

い
た
ず
ら

入
選　
　
　
　
　
　

 

中
東　

市
子

目
覚
め
ぎ
わ
夢
に
て
逢
い
し
た
ら
ち
ね
の
母
は
朝
星

ま
ば
た
き
や
ま
ぬ

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

撫
養　

浪
路

梅
雨
ご
も
り
ニ
ュ
ー
ス
パ
ズ
ル
に
惚
け
お
り

　

私
は
、
昭
和
16
年
生
ま
れ
の
72

歳
で
す
。
４
歳
の
時
、
徳
島
で
戦

災
に
遭
い
ま
し
た
。
乳
母
車
に
乗

っ
て
い
た
姉
と
私
、
母
に
背
負
わ

れ
て
い
た
生
後
90
日
の
弟
は
、
家

が
火
の
海
に
な

っ
て
い
る
よ
う

す
を
目
の
当
た

り
に
し
ま
し
た
。

　

戦
後
、
母
の

里
の
長
生
町
に

一
時
避
難
し
、

小
学
１
年
生
の

時
、
桑
野
町
に
移
り
住
み
ま
し
た
。

父
は
、
私
が
幼
い
頃
に
兵
役
に
行

っ
て
以
来
帰
っ
て
来
て
お
ら
ず
、

顔
も
知
り
ま
せ
ん
。
母
は
、
慣
れ

な
い
農
作
業
の
手
伝
い
や
保
育
所

の
給
食
調
理
員
を
し
な
が
ら
私
た

ち
を
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。
家
が

貧
し
く
食
べ
る
物
も
十
分
で
は
な

い
な
か
で
、
私
は
学
校
も
休
み
が

ち
で
し
た
。

　

中
学
校
卒
業
後
、
ト
ラ
ッ
ク
運

転
手
の
助
手
と
し
て
職
に
就
き
、

20
歳
で
運
転
手
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

鎌
田　

秋
穂

菅
笠
を
重
ね
遊
船
客
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

西
岡　
　

侃

老
ひ
て
な
ほ
涼
し
き
内
と
畑
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　

三
好
三
代
子

目
高
の
子
睡
蓮
鉢
は
大
海
だ

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
谷　

由
美

梅
こ
ろ
こ
ろ
犬
は
厨く
り
やを

駆
け
ま
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

庄
野　

清
美

羅
を
着
て
や
わ
ら
か
く
汽
車
の
中

仁
木
む
つ
は
る

睡
蓮
の
咲
い
て
神
秘
の
色
浮
か
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　

寿
田　

淳
乃

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
店
は
穴
場
よ
心
太

湯
浅
ひ
と
み

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
寝
こ
ろ
ん
で
撮
る
夏
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　

島　
　

玲
子

逢
ひ
た
き
と
思
ふ
人
あ
り
巴
里
祭

阿
南
川
柳
会
髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

佐
野　

智
子

気
づ
か
な
い
振
り
を
し
て
い
る
あ
の
視
線

　
　
　
　
　
　
　
　

原　

公
美
子

久
し
ぶ
り
待
合
室
は
ク
ラ
ス
会

　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

敏
子

気
休
め
と
思
う
サ
プ
リ
に
手
が
の
び
る

　
　
　
　
　
　
　
　

持
木　

寿
栄

マ
ド
ン
ナ
も
皺
と
腰
痛
古
希
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

征
介

キ
ュ
ー
ポ
ラ
を
知
っ
て
ず
っ
と
の
サ
ユ
リ
ス
ト

480

市
民
文
芸

私
の
生
き
方

桑野町
神野 米市さん
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阿南市立図書館だより
９月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00
土日は17:00まで

休 ☆ 休 ★ ☆ 休 休 ☆ 休 休 ★ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 休 ◎ ☆ 休 ◎

◆ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 ☆ 休 休

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏 　◆…阿波公方の苑美化作業）

那賀川図書館　☎	42－3111ＦＡＸ	42－3299

☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◎中学生によるピアノ演奏
　（毎週土曜日）　10:00～[約10分間]
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　13日㈯　８：30～10：00
　※雨天の場合は21日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館　☎	44－2100ＦＡＸ	44－2099

☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

阿 南 図 書 館　☎	23－2020ＦＡＸ	23－6814

☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第２・第４木曜日）　10:30～11:00  

Let’s enjoy

保存期限の過ぎた雑誌を、無料でお譲りします。
どうぞご利用ください。

日時：９月 19日㈮～ 28日㈰　開館時間内　
　　　※無くなり次第終了します
場所：阿南図書館　　　車庫
         那賀川図書館　　市民ギャラリー　
　　　羽ノ浦図書館　　児童開架室
種類：各館が所蔵していた、保存期限の過ぎた雑誌
　　　（平成23年１月号～６月号までの雑誌）
　　　※図書館によって雑誌の種類等は異なります。

雑誌のほかに、お持ち帰りいただける本もご用意しています。

お持ち帰り用の袋はご持参ください。多くの方にご利用い
ただきたいので、一人一袋とさせていただきます。袋の大
きさは問いません。雑誌、本の転売はご遠慮ください。

問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ

移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
 4日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
10日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 15:00～15:30
11日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30

　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00
12日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30

　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30
18日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30

大 潟 分 館 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
19日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中 央 病 院 阿 南 荘 前 13:30～14:00
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

25日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

９月の巡回日程

としょかんライフ

雑誌リサイクル開催！
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市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

第６回　
宝田花火大会
日時　８月30日㈯　※雨天順延
場所　宝田公民館周辺
駐車場　宝田小学校、阿南工業高等学校
内容　14:00～　水鉄砲大会
　　　15:00～　宝だ！宝さがし
　　　16:00～　宝田保育所催し
　　　17:00～　餅投げ
　　　19:00～　太鼓演奏・阿波踊り
　　　20:00～20:30　花火大会
※露店もあります（14:00 ～ 21:00）
問 宝田青年会
　 武市（☎090－4506－6210）へ

無料職業紹介所の開設
平成26年８月から農業の担い手として、
農繁期に労働力を必要としている「求人者
（生産農家）」と農作業の仕事がしたい
「求職者」を結びつける「無料職業紹介
所」をＪＡアグリあなん管内全域を対象と
して開設しています。担い手の高齢化等に
より労働力不足に悩む生産農家に、人材を
無料で紹介・斡旋し産地の維持・強化を図
ることを目的としています。

対象　ＪＡアグリあなん管内の生産農家お
よび市内在住の農作業従事者
申込方法　ＪＡ各支店、農林水産課、阿南
農業支援センターにある求人票・求職票を
作成し、「無料職業紹介所」（ＪＡアグリ
あなん内）までお申し込みください。
問 ＪＡアグリあなん無料職業紹介所
　 （☎080－1991－8532）へ

行政書士による無料相談会
徳島県行政書士会、徳島南部支部による無
料相談会を次の要領にて実施します。許認
可手続きについてお知りになりたい方は、
ぜひご相談ください。
日時　９月20日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
相談内容　農地転用、建設業関係、開発許
可、自動車運送関係等行政に係る許認可手
続き・相続等について
問 徳島県行政書士会　徳島南部支部
　（☎42－3173）へ

くらしのサポーター募集中！

県立南部テクノスクール 
平成27年４月入校訓練生募集

県から発信される消費者情報を周りの消費
者（家族、友人、近所や職場など）に広め
たり、周りの消費者の相談を県消費者情報
センターにつないだりするボランティアを
募集しています。
対象　18歳以上の方と団体
問 徳島県消費者情報センター
 　石川・林（☎088－623－0612）へ
　 （水曜日・祝日・年末年始を除く）
http://www.pref.tokushima.jp/shohi

募集科名　塗装技術科　
訓練期間　平成27年4月から１年間
応募資格　特になし
定員　15人
申込期間・選考日
●第１期募集　９月１日㈪～10月８日㈬

（選考日　10月29日㈬）
●第２期募集　12月３日㈬～

平成27年１月13日㈫
（選考日　１月28日㈬）

選考方法　筆記試験（国語・数学）、面接
申込方法　入校願書等を南部テクノスクー
ルまたは公共職業安定所に提出してくださ
い。くわしくは、お問い合わせください。
問 県立南部テクノスクール
　 （☎26－0250）へ

子づれシングルと子どもたち 
～ひとり親家庭で育つ子どもたちの生活実態～

日時　９月20日㈯　13:30～15:30
場所　ひまわり会館　ふれあいホール
講師　神戸学院大学現代社会学部　
　　　教授　神原文子さん
対象　どなたでも
参加費　無料
問 阿南市男女共同参画室分室
　 （☎24－3750）または
　 子ども分科会　阿部（☎28－0559）へ

わくわく男女共同参画あなん2013継続事業講演会

親子体験教室
開催日　９月23日㈷　
場所　クラブコルツ
　　　（那賀町谷内中分103）
内容　動物とのふれあい、えさやり
対象　ひとり親家庭の親と子
　　　（子ども３歳以上中学生以下）
定員　30組（応募者多数の場合は抽選）
参加費　子ども・大人　各1,000円
持参物　水筒、帽子、サンダル、日焼け止

め、タオル、着替え
申込締切日　９月10日㈬

「母と子の自然教室in淡路」
参加者募集
日程　10月４日㈯～５日㈰（１泊２日）
場所　国立淡路青少年交流の家および淡路

島内
対象　ひとり親家庭の親と子
　　　（子ども３歳以上中学生以下）
定員　20組（応募者多数の場合は抽選）
参加費　子ども3,500円、大人4,000円
　　　　（１泊３食、保険料ほか含む）
申込締切日　９月19日㈮

※くわしくは、お問い合わせください。

問（公財）徳島県母子寡婦福祉連合会
　 （☎088－654－7418）へ

新野高校文化祭　一般公開
新野高校にぜひお越しください。生徒一同
お待ちしています。
日時　10月５日㈰　10:00～14:00
場所　新野高等学校（新野町）
内容　模擬店、バザー、授業で作成した生

徒の作品等の展示、その他、イベン
ト盛りだくさんです。

問 新野高等学校（新高祭運営委員会）
　 （☎36－3215）へ

ジャズ＆フラ
夢のダンスコンサート　
フレンズ（ジャズダンスクラブ）とハーラ
ウ・ナニ・アイカネアナン（フラ）、シー
ズ（知的障害者更生施設）によるダンスの
発表会を開催します。
日時　９月23日㈷　13:30～（13:00開場）
場所　富岡公民館　大ホール
※入場無料
問 浦田晴子（☎090－2780－2536）へ

広報あ な ん 2014.09　26



市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。11月号の締め切りは９月30日㈫です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

中小企業退職金共済制度 

在住外国人の
ための日本語
教室（後期） 

ご存知ですか？
中退共の退職金制度
・国の制度だから安心
・掛金は全額非課税
・社外積立で管理も簡単
※くわしくは、ホームページをご覧くださ

い。
問 （独）勤労者退職金共済機構　中小企
業退職金共済事業本部　事業推進部

（☎03－6907－1234）へ
http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp/

日程　10月19日㈰～平成27年３月22日㈰
の毎週日曜日　10:00～12:00

場所　富岡公民館
講師　三好晴子さん
参加費　1,000円（半年20回分）
教材　「みんなの日本語Ⅰ、Ⅱ」
　　　各2,700円
申込方法　電話またはメールでお申し込み

ください。
※スペイン語、中国語、英語教室も開催し

ています。
問 阿南市国際交流協会（☎44－6652）へ
himawari_aia_2012@yahoo.co.jp

稲刈り体験講習
受講者募集

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会

阿南少年少女合唱団
団員募集

実地体験を通じ、農業の知識習得と技能向
上を目的とした初心者向けの講習会です。
日時　９月24日㈬～26日㈮の３日間
　　　10:00～15:00
場所　横見町下木戸の田・畑（受講者に日

程表と会場図をお送りします）
内容　稲刈り・畑作りなど
対象　市内在住のおおむね50歳以上の方
受講料　無料
定員　10人程度（申込順）
募集期間　９月１日㈪～12日㈮
※土・日曜日は受付できません
受付時間　平日 9:00 ～ 16:00
問 阿南市シルバー人材センター
 　（☎23－2630）へ

日時　９月13日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
　 （☎088－626－2083）
　 土・日曜日は地域会員　花野
 　（☎090－3787－0305）へ

若者の就労相談会 （予約制）

働いておらず、職業訓練も学校も行ってい
ない若者の働くことに関する相談に応じま
す。（家族からの相談も可）
日時　９月11日㈭、25日㈭ 
　　　13:00 ～ 17:00
場所　文化会館１階　工芸室
問 とくしま地域若者サポートステーション
 　（☎088－602－0553）へ

牟岐町「季節のみち」を歩こう！ 
日時　10月５日㈰　9:15～14:30（予定）
ルート　JR 牟岐駅～内妻海岸～古江海岸
～正観寺入口～ JR 牟岐駅
距離　約10km
集合　9:00　牟岐駅前
参加料　会員：200円
　　　　一般：300円（小学生以下無料）
持参物　弁当、飲み物、雨具等
※長ズボン、長袖シャツ、履き慣れた靴で

ご参加ください。
※傷害保険には加入しています。その範囲

内および応急処置以外の疾病の責任は負
いません。

問 阿南歩こう会　三間知樹
 　（☎22－1237）へ

個別音感指導をしています。歌大好きな子
どもたち、一緒に歌いましょう。一度見学
にお越しください。
対象　３歳～高校生
日程　毎週土曜日
基礎コース　13:30 ～ 14:15
中級コース　14:15 ～ 16:00
場所　ひまわり会館２階　21世紀室
受講料　月額3,000円
※別途、年会費3,000円が必要です。
問 中原（☎22－4222）または
 　杉尾（☎088－652－8823）へ
　 opera.tokushima@ezweb.ne.jp

阿南中学校箏曲部定期演奏会
さわやかな箏の音色をお楽しみください。
日時　８月31日㈰　13:30開演
場所　夢ホール（文化会館）
曲目　「春の詩集」、「箏のしらべ」ほか
※入場無料
問 阿南中学校（☎22－0539）へ

親子の
ふれあいベビーマッサージ教室
ベビーマッサージを通して親子のふれあい
を楽しみます。予約が必要です。
日時　９月９日㈫　10:00～11:00
場所　中野島公民館
定員　親子10組　　参加費　500円
持参物　バスタオル、赤ちゃんの飲み物
問 ＮＰＯ法人ロイヤルセラピスト協会指定
スクールRomaly　金光（☎090－9455
－3937）へ

知っていますか?建退共制度 
事業主の方々が、労働者の働いた日数に応
じて掛金となる共済証紙を共済手帳に貼り、
その労働者が建設業界で働くことをやめた
ときに建退共から退職金を支払う制度です。
加入できる事業主　建設業を営む方
対象となる労働者　建設業の現場で働く方
掛金　日額310円
問 建退共徳島県支部
　 （☎088－622－3113）へ
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健康いきいき情報

高齢期からの筋力アップ体操
「スロージョギングを知ろう！」

栄養講座
「野菜たっぷり！
ヘルシーバランス食」
日時　９月12日㈮　10:00～13:00
場所　那賀川社会福祉会館
対象　市内在住の40歳以上の方
内容　講話と調理実習
参加費　400円（調理実習費）
定員　30人
申込締切日　９月５日㈮

問 保健センター（☎22－1590）へ

阿波踊り体操教室
日時　９月11日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　徳島大学　大学開放実践センター
　　　教授　田中俊夫さん
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、
　　　　健康手帳（無い方は交付します）

あなたのまちで
阿波踊り体操をしてみませんか？
阿波踊り体操指導員があなたのまちにお伺
いします。くわしくは、お問い合わせくだ
さい。

問 保健センター（☎22－1590）へ

婦人がん検診のご案内
検診内容　
乳がん（要予約／保健センターへ）
骨粗しょう症検診
※那賀川社会福祉会館の午後のみ子宮頸が

ん検診を実施。
検診日程
９月20日㈯　那賀川社会福祉会館
　　27日㈯　ひまわり会館
受付時間　 9:00 ～ 10:00
　　　　　13:00 ～ 14:30

問 保健センター（☎22－1590）へ

集団検診のご案内
検診内容　胃がん・肺がん・前立腺がん・
肝炎ウイルス検診・大腸がん（要予約。検
診当日以外の採便容器の提出はできませ
ん。）
検診日程
 9月 2日㈫　ひまわり会館

19日㈮　那賀川社会福祉会館
30日㈫　ひまわり会館★

10月 7日㈫　ひまわり会館★
13日㈷　羽ノ浦公民館
28日㈫　ひまわり会館★

★印の会場のみ歯周疾患検診を実施。
受付時間　9:00 ～ 10:00
※集団検診でがん検診を受ける場合は、検

診日２週間前までに総合健診センター
（☎088－678－7128) へお申し込みい
ただくと、問診票等が自宅に届きます。
くわしくは広報あなん７月号、またはが
ん検診等受診券をご覧ください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

日時　９月16日㈫　10:00～11:30
（受付 9:30 ～）

場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　徳島大学名誉教授　小原　繁さん
対象　おおむね65歳以上の方で運動制限

のない方　
持参物　室内用運動靴、タオル、飲み物、
健康手帳（無い方は交付します）
定員　20人程度
申込締切日　９月９日㈫

問 保健センター（☎22－1590）へ

犬猫の避妊・去勢手術費用の
一部を助成します
受付期間　10月１日㈬～31日㈮（予定）
助成額　１頭につき5,000円
※犬は登録と今年度の予防注射を済ませて

いることが必要です。
※助成決定前に手術を受けた場合は対象外

となります。くわしくは、広報あなん
10月号でお知らせします。

問 保健センター（☎22－1590）へ

かもだ岬温泉保養センター
【９月の休館日】
１日㈪、８日㈪、16日㈫、22日㈪、
29日㈪

問 かもだ岬温泉保養センター
　（☎ 21－ 3030）へ

 献血にご協力ください（９月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

６日㈯ 富 岡 東
高 等 学 校 領 家 町

10：00～12：00

13：00～16：00

19日㈮

南部テクノ
ス ク ー ル 桑 野 町 9：50～11：10

キョーエイ
羽 ノ 浦 店 羽ノ浦町 13：00～16：30

※ 400ml 献血のみの実施です。
※一般の方のご協力よろしくお願いします。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

対象　おおむね65歳以上の方
内容　血圧測定、検尿、阿波踊り体操、

防災士による防災の講話
（内容は変更する場合があります）

持参物　健康手帳（無い方は交付）

達者でおろな健康教室

９月の日程 場　所

2日㈫
10：00～11：30 新 野 公 民 館

13：30～15：00 宝 田 公 民 館

8日㈪
10：00～11：30 福井町総合センター

13：30～15：00 長 生 公 民 館

９日㈫ 10：00～11：30 中 林 ふ れ あ い 会 館

10日㈬
10：00～11：30 那賀川社会福祉会館

13：30～15：00 加茂谷総合センター

22日㈪
10：00～11：30 大 野 老 人 憩 い の 家

13：30～15：00 橘 町 総 合 セ ン タ ー

24日㈬ 10：00～11：30 中野島公民館上中分館

26日㈮
10：00～11：30 桑野コミュニティセンター

13：30～15：00 羽 ノ 浦 公 民 館

30日㈫
10：00～11：30 椿 公 民 館

13：30～15：00 椿 泊 老 人 憩 い の 家

問 保健センター（☎22－1590）へ
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こころの健康教室
「身近な落とし穴　～アルコール・薬物・ギャンブル・
インターネットの危険～」

いのちの希望35周年記念大会　記念講演
「もうひとつの自殺予防　どう死ぬかはどう生きるか」
　～ピンピンコロリン運動～

日本脳炎予防接種の対象年齢を拡大しています

日帰り人間ドックの受診者を追加募集します

ストレス解消にアルコールやギャンブル、楽しいはずのインターネ
ット、今話題の危険ドラッグ…でも実は、身体を壊したり、経済的
問題を引き起こしたりと、さまざまな問題の落とし穴に陥りそうに
なります。今回この落とし穴に落ち込んでしまいそうな方々を救い
出す方法等を教えていただきましょう！

日時　９月26日㈮　14:00～15:30（受付13:30～）
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　藍里病院　副院長　吉田精次さん
参加費　無料
問 保健センター（☎22－1590）へ

日時　９月７日㈰　14:00～16:30　
場所　あわぎんホール４階　大会議室
　　　（県郷土文化会館／徳島市藍場町）
講師　徳島県自殺予防協会　名誉理事長　近藤治郎さん
入場料　無料
問 いのちの希望　社会福祉法人徳島県自殺予防協会
　 （☎088－623－0444）へ

平成17年度から平成21年度にかけ、接種の勧めを控えていたこと
で、日本脳炎の予防接種の機会を逃した方を特例対象者とし、現在
は公費負担で接種できるようになっています。

特例対象者
平成７年４月２日～平成19年４月１日生まれの方
接種期間
20歳の誕生日の前日まで
接種回数
第１期３回、第２期１回（第２期は、第１期の接種を終えた９歳以
上の方に接種することになっています）

対象年齢で未接種の方は、かかりつけ医に相談のうえ、委託医療機
関で接種してください。なお、平成19年４月２日以降に生まれた
方は、７歳６カ月未満までが無料の対象期間となります。

ＭＲ（麻しん風しん混合）予防接種はお済みですか？

以下の方はＭＲ（麻しん風しん混合）予防接種無料対象者です。
①生後12カ月～生後24カ月に至るまでの間にある方
②平成20年４月２日～平成21年４月１日生まれの方（平成27年３
月31日までが接種期間となっています）
風邪などの冬の感染症が流行する前に、早めに接種しましょう。

問 保健センター（☎22－1590）へ

【阿南医師会中央病院】
募集人数　男性１人、女性１人　　
受診日　平成27年２月10日㈫（女性）
　　　　平成27年２月12日㈭（男性）

【玉真病院】
募集人数　５人（男性・女性）　　
受診期間　平成26年10月～平成27年３月

【岩城クリニック】
募集人数　13人（男性・女性）　　
受診期間　平成26年10月～平成27年３月

【共通事項】
　検査項目

●共通項目…問診、診察、身体計測、血液検査、便検査、尿検
査、循環器検査、呼吸器検査、消化管検査（※）、眼科検査、
聴力検査、腹部超音波検査など

●婦人科検診…甲状腺検査、子宮頸がん検診、乳がん検診
　（※）消化管検査は胃カメラ検査または胃部Ｘ線検査を選択。
　　　　阿南医師会中央病院は、男性は胃カメラ検査のみの実施。
　個人負担額　13,000円
　受診対象者　

・阿南市国民健康保険被保険者で、平成26年４月１日から継
続して加入している方

・国民健康保険税を完納している（過年度分の滞納がない）世
帯の方

・申込み時、満30歳以上で、受診時、満74歳以下の方
※平成 26 年度に特定健診を受診された方または、特定健診を
受診される予定の方は、特定健診とドックの両方の受診はでき
ません。
申込方法　はがきに郵便番号、住所、氏名、生年月日、電話番号、

国民健康保険証の記号番号、医療機関名を明記のうえ、９月９
日㈫までに郵送してください。（※当日消印有効）

※申込者数が各募集定員を超えた場合は、抽選になります。
申込み・問い合わせは　

〒774-8501　富岡町トノ町12番地3　
保険年金課　ドック担当（☎22－1118）へ

認知症サポーター養成講座
認知症サポーターとは
認知症サポーター養成講座で認知症
について学び、正しい知識を持って、
認知症の方やそのご家族の方たちを
温かく見守り、支える人のことをい
います。

認知症サポーターになるためには
認知症について学ぶ講座である「認
知症サポーター養成講座」を受講し
ていただきます。サポーターの証としてオレンジリングをお渡しし
ます。

認知症サポーター養成講座を開催するには
阿南市では、認知症サポーターの輪を広げるために、さまざまな場
所での認知症サポーター養成講座の開催を進めています。くわしく
はお問い合わせください。

問 介護・ながいき課　 いきがい支援係（☎22－1793）へ
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９月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

 2日㈫　体を動かして遊ぼう
 9日㈫　今津こどもセンターとの
  　　　合同避難訓練
16日㈫　おはなしのポケット
30日㈫　お誕生会

にこにこひろば ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日  8:30～12:00
  14:00～15:30

 2日㈫　おはなしだいすき
 9日㈫　作って遊ぼう
16日㈫　みんなで遊ぼう
18日㈭　子育て講座
30日㈫　お誕生会

ふれあいひろば ☎28−1725

橘こどもセンター　  平日  9:00～14:00

 2日㈫　えいごで遊ぼう！
 9日㈫　おはなしのポケット
16日㈫　子育て講座
30日㈫　お誕生会

なかよしひろば ☎21−2002

平島こどもセンター  平日  9:00～14:00

 2日㈫　敬老の日のプレゼント作り
　　　 　講師：近藤道子さん　※要予約
12日㈮　人形劇　ぷくぷく
19日㈮　阿南市防災対策課による
  　　　防災のおはなし
26日㈮　パネルシアター
30日㈫　お誕生会
5日㈮、9日㈫、16日㈫
うたって遊ぼう

みんなのひろば ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9:00～14:00（お弁当タイム11:45～）

（※要予約）
 5日㈮　高齢者とのふれあい会※
  　　　防災教室
 8日㈪　健康相談・発育計測
10日㈬　ミュージックケア幼児※
11日㈭　敬老の日のプレゼント作り
17日㈬　ミュージックケア乳児※
18日㈭　お誕生会
22日㈪　発育計測
24日㈬　デジカメレッスン
26日㈮　おはなしころりん（午後休園）
27日㈯　おひさままつり
29日㈪　臨時休園
※行事によっては有料・申込み制となりま
すので、くわしくはお問い合わせください。
問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば 平日 9:00 〜 16:00
９月

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　９:30～11:30
日程　10日㈬　桑野公民館
　　　17日㈬　加茂谷公民館
　　　24日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
5日㈮､9日㈫､12日㈮､16日㈫､26日㈮
問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南
９月

Aさん　この間の試合、お疲れ様。
Bさん　こちらこそお世話になりました。
Aさん　子どもたちはよく頑張ったわね。
Bさん　ほんとにね。でも、相手チーム

の保護者の人たちの中に、たば
こを吸ってる人がいたわね。

Aさん　えぇー。ほんとに？でも学校の
敷地内禁煙でしょ？しかも開会
式で敷地内では吸わないでくだ
さいって言っていたわよ。

Bさん　そうなのよ。大人がルールを破
るってほんとよくないわよね。

Aさん　そうよ。スポーツで学んでほし
いことは、勝ち負けよりもルー
ルを守ることや友だちと仲良く
することなのにね。

Bさん　私もそう思うわ。子どもって、
大人のそんなところよく見てる
のよ。今は黙って大人の言うこ
と聞いてるけど、反抗期が来た
ら「父さんもルール破ってるじ
ゃないか」って言って、親の言
うことなんか聞かなくなるわよ、
きっと。

Aさん　そうよね。親の後ろ姿は大事っ
ていうものね。

　　　　　学校教育課 

子 育 て 一 言 メ モ
−子どもは、見ている−

【ウエルカム阿南交流会】
転入者のための交流会を開いています。市
の保健師さんが来てくれますので、計測や
相談もできます。
日時　９月25日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館１階　すこやかルーム

【出張登録会】
今年度から２カ月に一度、ひまわり会館で
出張登録会を行います。この機会にぜひ登
録してください。
日時　９月25日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館１階 すこやかルーム前
問阿南ファミリーサポートセンター　
　（☎24－5550）へ

阿南
ファミリーサポートセンター

いいね！でつながる広報あなん
『阿南市フェイスブック』を始めました。
写真で臨場感を味わう

『広報編集長の小窓』もご覧ください。
阿南市からのお知らせや地域の話題をいち早くお届けしています。
いずれも、阿南市ホームページでご覧いただけます。

【お詫び】
広報あなん８月号で、全国高等学校総合体育大会の出
場選手紹介に掲載もれがありました。お詫びし、ご紹
介いたします。
城南高等学校 ２年　羽坂 瑞紀さん（富岡町）
テニス　女子団体・個人（ダブルス）

て ひ ろば育子
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雨にたたられた夏でした。被災された皆様に心からお見舞い申し上げます。そして、一日も早い再建を願っています。さて、1974（昭和49）年９月号から
始まった「リレー随筆」が、今月で480人に到達しました。40年もの間、途切れることなく市民から市民へとバトンが受け継がれてきました。日常の出来
事や思い出などがつづられ、心温まるコーナーとして人気です。ちなみに最初の方は竹田玉日さん（椿泊町）で、「おもいで」でした。（山田）
重なる台風被害の爪痕を目の当たりにし、被災された方々の生活を思うと、とても心が痛みます。近い将来には南海トラフ巨大地震も想定されていますが、
前もって自宅や職場に応じた避難場所を考えることが大切。津波防災マップなどを参考に、皆さんも確認しておきましょう。（相田）

編集室の

窓

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
7日 村 上 内 科 外 科 医 院 那賀川町  ☎42−3110
14日 岩 城 ク リ ニ ッ ク 学 原 町  ☎23−5600
15日 松 﨑 内 科 医 院 中大野町  ☎23−5778
21日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町  ☎22−1313
23日 益 崎 胃 腸科内科医院 那賀川町  ☎42−0022
28日 けんなんメンタルクリニック 日開野町  ☎23−6522

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00～22：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

９月の休日・夜間診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。

●休日昼間　9：00～17：00
日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

９月の相談

法律相談（要予約） ４日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所１階　市民相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談 ９日㈫
時 9:30～11:30　所 市役所１階　市民相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談 26日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116

消費生活相談 平日開館
時 9:30～16:30　所 消費生活センター
問 消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談 10日㈬
時 13:30～16:00　所 見能林公民館、福井公民館
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談 30日㈫
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談 １日㈪、８日㈪、22日㈪、29日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性の生き方なんでも相談（要予約）
日 ２・９・16・30日　時 13:00～17:00
日 12・26日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室分室　☎22−0361

年金相談（要予約） ４日㈭
時 9:00～15:30　所 市商工業振興センター
予 1カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※10月の相談日はありません。

スポーツ施設９月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 1・8・16・22・29日
那賀川スポーツセンター 3・10・17・24日
羽ノ浦総合国民体育館 1・8・16・22・29日
羽ノ浦健康スポーツランド 1・8・16・22・29日
県南部健康運動公園 2・9・16・24・30日

人口と世帯数

人口 76,345人 （−24）
（男）36,787人 （−18）
（女）39,558人 （−  6）

世帯数30,166世帯（＋14）

※平成26年７月末日現在
　カッコ内は前月対比

９月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・住基カードの発行等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●納税相談　納税課（☎22−1792）へ

３日㈬・17日㈬　17：15～18：15　市役所本庁１階

９月の市税

■固 定 資 産 税（第３期）
■国民健康保険税（第４期）
　納期限は、９月30日㈫です。納め忘れのないようにしましょう。

日曜相談窓口  28日㈰  8:30～17:00（市役所 1階納税課）

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

市税の納付および分納等の納税（納付）相談を受け付けています。
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と
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ぶらりまち紀行
阿南

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜
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①峠口に立つ道標
②据風呂谷遺跡
③ギャラリー阿千田橋
の掲示板につるした木
札歩記。訪れた人々が
所感や夢を記している。
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③


